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要約

1 .問題と目的

現在、日本経済は回復基調にあるが、中高年 (40代、 50代)男性失業者を取り巻く環境

は厳しく、問題は以下の通りである。第一に精神疾患を抱えて再就職をせざるを得ない人

が増え、第二に失業期間の長期化に伴いストレスが増大する等、中高年男性失業者は多軸

のストレスに曝され、心理的援助を必要としている。一方、再就職支援会社のキャリアカ

ウンセラ一等、失業者を支援する側の問題は以下の通りである。再就職に直結した支援が

中心で心理的援助の優先順位が低く、心理的援助のスキル、経験が不足している。本研究

は、中高年男性失業者の支援には、再就職活動のスキル面の支援だけで、なく臨床心理的な

支援も必要であり、メンタル面とキャリア面を統合した支援が必要ではないかという視点

で研究を進めた。

II.先行研究概観

第一に失業体験のステージモデ、ル研究で、は、坂爪(2003)は 1990年代後半以降に失業を経

験し、離職後、再就職支援会社で活動し再就職して、調査時に失業状態にない、 20、30、

50歳代の非自発的失業者男性 3名のレトロスベクティブな失業体験の語りを事例研究で分

析し、失業者の心理的課題を提示した。高橋(2010)は 1990年代後半以降に失業を経験し、

離職後、平均4.7年経過した調査時に失業状態にない、社会的支援を行う NPO法人に参加

の50、60歳代中高年男性 10名のレトロスベクティブな失業体験の語りを修正版グラウン

デッド・セオリー・アプローチ(以下、 M'GTA)で分析し、ステージモデ、ルを生成した。

リーマンショ ック後では、贋)11(2010)は再就職支援会社で活動中の外資系企業出身者の質的

研究で、失業体験をポジティブ、および、ネガティブに捉える層の心理的プロセスの相違

を明らかにした。
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第二にメンタル面とキャリア面の統合的支援の視点に関して以下の研究がある。渡辺

(2008)は日本のキャリアカウンセリングの課題を「マッチング、モデ、ルからキャリアモデルへ

の移行が起きていなしリとし、 2002年のキャリアコンサルタント資格導入の影響を挙げ、

養成プログラムの整備不足を指摘した。一方、渡辺(2003b)はアメリカのキャリアカウンセ

ラーの専門性の高さと資格制度の厳密さを指摘した。また、渡辺(2003a)はキャリアという

用語の定義が日本では『会社』、『仕事』という狭い領域に止まっていることを指摘したが、

Schein(1978)は「キャリアとは生涯を通しての人間の生き方・表現であるJと定義し、

Supcr(l980)はキャリア発達のプロセスを生涯全般に広げて個人が果たす人生役割を包括

的に扱った。Hansen(1997)はキャリア設計の統合的アプローチとして ILP(IntegrativeLife 

Planning)の概念を提示した。次に、キャリアカウンセラーに求められる役割の視点では 「キ

ャリアカウンセリングとパーソナルカウンセリングの融合J(渡辺、 2008)を指摘し、メンタ

ルヘルスをキャリアとの相互関係の側面から理解できることの重要性を指摘した。贋川

(2010)は失業者の心理的研究に必要な視点として、①メンタルとキャリアの両面、②心理的

援助の具体的なあり方、③失業者に有効なカウンセリングアプローチとプロセス研究等を

挙げた。

第三に失業体験に纏わる語りをじっくり聴くことで個人の『物語』を転換していく支援

について以下の研究がある。河合(2002)は人生に自らの経験を位置づける手法としての『物

語』の重要性を指摘し、新田(2002)は自分と組織との『物語』を見直す『柔らかい物語』の

概念を提示し、多様な事象との相互作用で、新しく変化し続けていくことの重要性を指摘

した。 ¥Vhitc&Epston(1992)は、『ドミナント・ストーリー』と『オルタナティブ・ストー

リー』の概念を提示し、自分にそぐわない物語を、未認識の代わりの物語に転換する心理

的援助の重要性を指摘した。

これまで先行研究を概観したが、日本の失業のステージモデル研究で、は、精神疾患を抱

えた中高年男性失業者、長期化した中高年男性失業者等、多軸のストレスを抱えて心理的

援助を最も必要としている失業者を対象にした研究はほとんど少ない。また、再就職支援

会社のキャリアカウンセラーが中高年男性失業者に対してどのような心理的援助をしてい

るかについて焦点を当てた研究はほとんど少ない。したがって、リーマンショック後の時

代性を踏まえ、精神疾患を抱えた中高年男性失業者、長期化した中高年男性失業者等、ス

トレス度が高いと想定される中高年男性失業者が失業をどのように体験しているかについ

ての探索的な研究が必要である。また、ストレス度の高い中高年男性失業者を再就職支援

会社のキャリアカウンセラーがどのように支援していけばいいのかについての探索的な研

究が必要である。

ill.本研究の目的

本研究は、研究 l、研究2、研究3で構成される。研究 1では精神疾患を抱えた中高年

男性失業者の失業体験を明らかにすることを目的とした。研究2では中高年男性長期(1年

以上)失業者の失業体験を明らかにすることを目的とした。研究3ではキャリアカウンセ

2 



ラーの中高年男性失業者に対する心理的援助を明らかにすることを目的とした。

N.研究 1 精神疾患を抱えた中高年男性失業者のプロセス研究

1. 目的:再就職支援会社で支援を受けている精神疾患を抱えた中高年男性失業者の失業

体験を明らかにすることを目的とした。

2.対象:再就職支援会社で支援中の失業者の内、精神疾患を抱えた中高年男性失業者 9

名を分析対象とした。

3.方法:半構造化面接を行い、データを収集、 M-GTAで分析した。M-GTAは木下(2003)

により考案された、限定された範囲で説明力のある動的理論を生成する質的研究法である。

本研究は、 M-GTAの4つの特性、人間行動に関する理論生成、対象とする現象のプロセス

性、現場活用性、社会的相互作用に合致した。また、研究結果の信頼性、妥当性を高める

ために、指導教授、共同研究者と討論を行い、グ、ルーフ。スーパーヴィジョンを受けた。以

下、研究2、研究3も研究 1と同様なので分析方法の記述を割愛する。

4.結果:以下にストーリーラインを記載する。再就職支援会社で支援中の精神疾患を抱

えた中高年男性失業者が発症から再就職活動で直面する現実を受け入れていくプロセスは、

精神疾患発症を契機に会社から気持ちが離れていくプロセスと、リストラに対する覚悟が

醸成されていくプロセスとが、時系列的、同時並行的に進行していく中で、リストラ宣告

を受け、{覚悟と不安を抱えながらの再就職の準備】をして再就職活動に臨むが、「精神疾

患と年齢の壁が立ちはだかるJ経験を通じて、精神疾患を抱えながらの再就職活動が困難

であること、精神疾患の「再発への不安で得意な仕事で勝負できなしリことも痛感する等、

【再発への不安と再就職実現とのジレンマ】を抱えながらも、家族、仲間、キャリアカウ

ンセラ一等、信頼できる[限られたソーシャルサポートの支え】を受けて、自らの仕事観

等を転換しながら、直面する厳しい現実を受け入れていくプロセスであることが示唆され

た。

5. 考察:本研究で得られた新たな視点は、精神疾患を抱えた中高年失業者は、多軸の喪

失体験がリストラ時ではなく、精神疾患発症時から始まるプロセスであること、積み重な

った覚悟も醸成されていること、ソーシャルサポートが限られていること等が示唆された。

以上を踏まえ、精神疾患を抱えた中高年失業者への心理的援助の視点が示唆された。(1 ) 

多軸の喪失感を受けとめる:仕事の喪失感、会社としづ居場所の喪失感等、多軸の喪失感

を受け入れていくプロセスを真撃に受けとめ支援することの重要性、(2 )自己能力の気づ

きを促す:再発の不安を抱え、く心身の負担が少ない仕事の検討>をせざるを得ない状況

に追い込まれる状況下、く今の自分でもできることを見出す>ことを促す支援の重要性、

( 3 )ソーシャルサポートが限られていることを意識する:発症を契機に交友関係が狭ま

る中、サークル仲間等のソーシャルサポートの限定性を意識し、面談時の雑談的会話も心

理的援助になっていることを意識して、 ソーシャルサポートの有効活用を促す支援の重要

性。

6. 限界と展望:本研究の限界は、限定された範囲のモテ、ル提示、限定された支援組織の
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調査であり、今後の展望は、他の支援組織の研究等、研究対象を広げることで、各失業体

験モデ、ル、心理的援助モデルの比較検討等を実施し、支援の精度を向上させることである。

v.研究2 中高年男性長期失業者(1年以上)の失業体験のプロセス研究

1. 目的:再就職支援会社で支援を受けている中高年男性長期失業者の失業体験を明らか

にすることを目的とした。

2.対象:再就職支援会社で支援中の失業者の内、長期の中高年男性失業者 11名を分析対

象とした。

3.方法:研究1と同様なので割愛する。

4.結果:以下にストーリーラインを記載する。再就職支援会社で支援を受けている、失

業期間 1年以上の中高年男性失業者が、再就職における困難を受け入れていくプロセスと

は，愛着もあり、一方で心理的距離感を感じている所属していた会社からリストラ宣告を

受けて、残っても厳しい選択肢しかないという{追い込まれながらの幕引き】を短期間で

意思決定をした退職後、再就職支援会社の担当キャリアカウンセラーを触媒として活かす

ような、【受動的二人三脚】の支援を受けて、[意図しない家族・会社時間の逆転】等の人

生における価値観の転換を図りながら、【出口無き暗閣を歩く】中で現実的な出口を試行錯

誤しながら活動して、-様々な困難を受け入れていくプロセスであることが示唆された。

5.考察:長期化した中高年失業者への心理的援助の視点が示唆された。(1 )出口が見え

ない絶望感を受けとめる:再就職の『出口』が見えない中を、もがき苦しみながら歩んで

いる中高年男性失業者を支援するために、書類選考、面接の不合格が続く辛さに寄り添い

活動が継続できるように支援することの重要性、(2 )過去の『固い物語』から将来の『柔

らかい物語』へ転換する支援:く追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる>プロセス

の中で、過去の『固い物語Jから将来の『柔らかい物語』へ転換する支援の必要性。

6. 限界と展望:本研究の限界は、限定された範囲のモデル提示、限定された支援組織に

おける調査であり、今後の展望は、他の属性の中高年失業者の研究、他の支援組織の研究

等、研究対象を広げることで、各失業体験モデル、心理的援助モデ、ルの比較検討等を実施

し、支援の精度を向上させることである。

VI.研究3 再就職支援会社のベテランキャリアカワンセラーの心理的援助のプロセス研

究

1 .目的:再就職支援会社のキャリアカウンセラーの中高年男性失業者に対する心理的援

助を明らかにすることを目的とした。

2.対象:再就職支援会社で働くキャリアカウンセラーの中で、再就職支援の経験が 5年

以上のキャリアカウンセラー11名を分析対象とした。

3.結果:以下にストーリーラインを記載する。再就職支援会社で支援している、ベテラ

ンキャリアカウンセラーは、再就職に向けて活動しようとしている中高年失業者に対して、

[求職市場に一歩踏み出す準備を整える]ことをしながら、中高年失業者が再就職という

未体験な活動をする不安を抱えながら、負の感情を受け止めつつ 過去のキャリアを振り
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返りながら、再就職活動に一歩踏み出す支援をする。そして、応募しでも何度も不合格を

体験して、自信を喪失している中高年男性失業者に対して、 [厳しさの循環を受けとめ、

活動を促す】ことをしていくような支援をして、やがて、その状態から抜け出して、 [何

とか再就職にたどり着く]支援をして、中高年男性失業者の心理的援助をしていくプロセ

スであることが示唆された。

4. 考察:キャリアカウンセラーの心理的援助の視点が示唆された。 (1 )く会社への負

の感情を受けとめる>支援:会社への裏切られた感情、再就職活動への様々な不安等、多

軸の負の感情を受けとめることの重要性、 ( 2 )キャリアに真撃に向き合う支援:自らの

強み等を言語化し整理することで、自己肯定感が醸成されることの重要性、 ( 3 )不合格

による自信喪失を丁寧に受けとめる支援:不合格の受けとめ方の転換等、自信喪失を活動

継続の原動力に変えていく支援の重要性。

5. 限界と展望:本研究の限界は、限定された範囲のモデル提示、限定された支援組織に

おける調査であり、今後の展望は、他の再就職支援会社の研究、経験年数の短いキャリア

カウンセラーの研究、他の支援組織の研究等、研究対象を広げることで、心理的援助モデ

ルの比較検討等を実施し、支援の精度を向上させることである。

W. 3つの研究の総合考察

1.失業研究における各ステージモデ、ルとの比較

各ステージモデ、ルとの共通的、相違点を考察する。坂爪(2003)が提示した心理的課題との共

通点は「前所属企業に対するネガティブな感情」、「再就職に対する不安j、「配偶者との課

題共有Jについて、本研究でも同様の概念が抽出された。相違点は「前所属企業に対する

ネガティブな感情Jについて、本研究ではく多軸の強いつながり>、く蓄積された心理的

距離>等、愛憎の形で複層的なネガティ ブな感情を抱いていること、「リストラ以前に組織

から引き剥がされるJ経験をし、く蓄積された覚悟>で一歩引し、た思いを抱いていること

等、質的相違が示唆された。

高橋(2010)との共通点は、失業体験の中で多軸の喪失感を抱いていること、失業初期の空白

期間が失業の長期化の要因のひとつになっていること、リストラした会社に抱く感情につ

いて、愛憎という形で混在する構造が存在することである。高橋(2010)と相違点は、「会社

との繋がりの絶対視」等、リストラ直前までの絶対的な繋がりや愛着について、本研究で

はリストラ以前から、会社への愛着が段階的に薄れてし、く心理的プロセスが抽出され、質

的相違が示唆された。

贋川(2010)とは、リストラ時の怒りの感情について、本研究の対象者と似ている層、すなわ

ち、，外資系 IT企業に所属し、直近の勤続年数が比較的長期で平均年齢 48歳の既婚、子ど

もを有する男性で、会社への帰属意識は高く、失業期間は平均 1年と長期化した層で、以

下の共通点が示唆された。この層は「暗闇の中で足踏みしている絶望感」を抱き、厳しい

失業体験の渦中にいると想定され、本研究の対象者と相似した心理的フ。ロセスを体験して

いるかもしれない。また、贋)11(2010)とは、リストラ時に抱く怒りの質の違いがあることが
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示唆された。外資系企業では、く犯罪者扱い>等、会社への愛着は感じられず、愛憎では

なく瞬間的なドライな怒りの感情を抱くことが示唆された。

各ステージモデ、ルの比較検討を踏まえ、本研究では以下の 3つの新たな視点を提示した。

第一に、本研究では、リーマンショック後の厳しい経済環境下、精神疾患を抱えた中高

年失業者、長期化した中高年男性失業者としづ限定された属性における、現実味、切実感

のある失業体験のプロセスを明らかにした点である。この点は研究方法の違いに起因する

と考えられ、研究方法の限界について、坂爪(2003)、高橋(2010)はレトロスベクティブな回

想の手法の限界を指摘した。

第二に失業体験のプロセスのモデル図中に、ソーシャルサポートとの関係性の相互作用

を包含したプロセスを提示した点である。高橋(2010)はソーシャルサポートとの相互作用、

概念の動きのプロセスまで、を含んだ、モデ、ル図を提示していない。

第三にリストラ宣告される以前より、会社への愛着が薄まるプロセスが始まっているこ

とを明らかにした点である。長期化した中高年失業者は リストラ以前から、会社との心

理的距離が離れていくプロセスを体験し、リストラ宣告時に、会社への感情が愛憎の形で

現れるプロセスの存在が示唆された。精神疾患を抱えた中高年失業者は、「リストラ以前に

組織から引き剥がされるj等、会社への愛着が薄まっていくプロセスの存在が示唆された。

2.失業中の困難な現実を受け入れるプロセスのメンタル面とキャリア面の統合した支援

本研究の成果として、精神疾患を抱えた中高年男性失業者、長期化した中高年男性失業者

について、困難な現実を受け入れるプロセスごとに、メンタル面の支援とキャリア面の支

援が統合して相互作用し合うプロセスの存在が明らかになったことが挙げられる。以下、

具体例を挙げて説明する。

( 1 )く往時の自信の回復>するプロセスにおけるメンタル面とキャリア面を統合した支

援:キャリアの『語りを聴く』支援の方策は、 心理臨床的にはナラティブアプローチによ

る支援にも近く、自己肯定感が高かった頃を想起することでく往時の自信の回復>が可能

になるメンタル面の支援と、他業種、他職種でも転用可能なスキル等、くどこでも活かせ

る強みの明確化>をすることで、具体的活動に繋がるキャリア面の支援のプロセスを包含

していることが示唆された。

( 2) I度重なる自信の喪失を丁寧に受けとめるJプロセスにおけるメンタル面とキャリ

ア面を統合的した支援:く不合格の受けとめ方の転換>には臨床心理的な認知の転換のア

プローチの要素が包含され、く詳細な振り返りによる問題の明確化>には面接のスキル面

でのアドバイスの要素が包含される等、 「度重なる自信喪失を丁寧に受けとめる」循環的

な支援のプロセスには、自信喪失へのメンタル面の支援と、面接への対応を身に着けるキ

ャリア面の支援のフ。ロセスが包含されていることが示唆された。

( 3 )キャリアチェンジのプロセスにおけるメンタル面とキャリア面を統合した支援余

儀なくされた選択肢を一緒に這い上がる」には、く格下げの選択肢強要への抵抗>等、想

定外のキャリアに対する抵抗へのメンタル面の支援と、く状況を見極め格下げの選択肢の
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提示>等、キャリア面での支援のプロセスが包含されていることが示唆された。精神疾患

を抱えた中高年男性失業者は、く書類だけで不合格の落ち込み>を経験した後、く今の自

分でもできることを見出す>等「選択肢が狭まる諦めJを受け入れてし、く、メンタル面と

キャリア面の統合した支援のフ。ロセスが包含されていることが示唆された。長期化した中

高年男性失業者は、く永久に職に就けない不安>を抱く中、キャリアカウンセラーとの関

わりの相互作用の中で、く追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる>という、自らの

キャリアにとって『譲れないもの』が明らかにされていくメンタル面の援助のプロセスが

包含されていることが示唆された。一方で、キャリアチェンジを検討する段階では、く限

られた可能性の例示>等、キャリア面での支援のプロセスが包含されていることが示唆さ

れた。

3. 中高年男性失業者の語りをじっくり聴き、その『物語』を転換していく支援の重要性

本研究では、失業期間はく限られた選択肢を検討せざるを得ない>等、短期的キャリアの

探索時期でもあり、く追い込まれて最後の一線が浮き彫りにされる>等、自分が大事にし

ていることが明確になり、長期的キャリアの探索時期でもあることが示唆された。また、

「意図しない家族・会社時間の逆転j 等、家族との関係性が変容する時期であり、 「会社

を通じたつながりが薄れていく」等、会社との距離の取り方が変化する時期であることも

示唆された。このような本人を取り巻く人、組織との関係性が変化するプロセスの中で、

『物語』を転換していく支援の重要性について考察する。

本研究では、キャリアカウン-セラ一、家族、仲間等の多軸のソーシャルサポートとの関わ

りにおいて、リストラ宣告時のく献身の思いへの裏切り>等、怒りの『固い物語』が、ソ

ーシャルサポートとの言葉を媒介とした相互作用の中で、徐々にほぐされて変容していく

プロセスが示唆された。すなわち、新田(2002)が指摘しているように、再就職活動中の環

境との日々の相互作用で、 『物語』を何度も語り直していくうちに、自分にしっくりした

『物語』への語り直しのプロセスが徐々に進行していくことが示唆された。

本研究では、これまでの会社中心の『物語』の転換が起こり、自分オリ、ジナルな『物語』

に転換していくプロセスを経験していることが示唆された。このように、中高年男性失業

者が将来のキャリアを長期的視野で考え、展開していくプロセスは、自らの『物語』を書

き変えるプロセスと捉え、 White&Epston(1992)が提示したような、企業組織との関係性の

中で蓄積してきた『ドミナント・ストーリー』を、自分オリジナルな『オルタネティブ・

ストーリー』に書き変えていくプロセスと捉えることができる。しかし、物語を書き変え

ていくプロセスは、個人のキャリアにとって大きな転換期に未経験の異質性、他者性と遭

遇する中で、これまでのキャリアが通用しない等、キャリア上のパラダイム転換を迫られ、

相当な痛みを伴うプロセスであることが示唆された。したがって、中高年男性失業者を支

援していくためには、喪失感、不安等、多軸のネガティブな感情を受け止め、その置かれ

た状況に合わせた心理的援助が必要であることが示唆された。

4.本研究の限界と今後の展望
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本研究の限界は、 ( 1 )調査対象が再就職支援会社の中の 1社に限定したデータをもとに

した分析だ、ったこと、 ( 2 )再就職支援会社の支援を受けて、精神疾患を抱えて活動をし

ている中高年男性失業者、および、失業期間が長期化している中高年男性失業者を調査対

象にしたが、本研究の対象以外の他の属性も、様々な困難を抱えて心理的援助を必要する

調査対象者として考えられること、 ( 3 )キャリアの短いキャリアカウンセラーに焦点を

当てた研究は、手つかずに終わってしまったこと、が挙げられる。今後の展望として、(1 ) 

調査対象を他の再就職支援会社に拡げ、中高年男性失業者の心理的援助のモデ、ノレについて、

他の再就職会社を含めた領域限定のモデ、ル化が可能になり、心理的援助のモデ、ノレの精度の

精微化が図れ、現場応用の汎用の向上が想定されること、 ( 2 )心理的援助を必要する調

査対象者を拡げ、それぞれの限定された領域で、モデ、ルを提示することにより、現場での心

理的援助の精度の向上が想定されること、 ( 3 )キャリアが短いキャリアカウンセラーの

研究を行うことで、キャリアが短いキャリアカウンセラーが心理的援助をできていない状

況や、困難を抱えた中高年男性失業者を支援する中で、自らのストレスが溜まり、心理的

援助が必要になってし、く状況が明らかになること等、が挙げられる。
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第 1章.はじめに ~研究者の問題意識~

研究者は、現在、業界大手の再就職支援会社におけるキャリアカウンセラーとして、企

業からリストラされた中高年を中心とした失業者の再就職を支援しており、一方で神奈川

大学大学院人間科学研究科臨床心理学研究領域の博士後期課程に在籍し、臨床心理士とし

て産業領域の臨床心理学を専門とする研究者でもある。

研究者が所属している再就職支援会社とは、経営状況の悪化等が要因で従業員のリスト

ラを実施する企業からの要請を受けて、会社都合により退職した企業人の再就職を支援す

る会社である。主な支援内容は、応募書類作成、面接対策等、再就職に関する現実的なス

キル面の支援である。現状、景況の悪化に伴い再就職支援会社で支援を受けている失業者

数は増加しているが、その人数は失業者全体259万人 (2013年2月 1日発表の総務省労働

力調査)中、わずか 1%"'2%と言われている。現在、研究者が所属している再就職支援会

社が支援している失業者の属性は、上場企業等の大企業、および、大企業の関連会社の出

身者が大半を占め、年齢構成は、 40代、 50代の中高年層が全体の約 70%を占める。また、

男女の比率では、男性比率が高い。以上のように、本研究の対象である再就職支援会社で

支援を受けている中高年失業者は、大企業出身者の比率が高く、自らのキャリアにプライ

ドを持ち、その大半は終身雇用を想定している。したがって、リストラを宣告され、退職

を余儀なくされた時に、自らのキャリアの展望が断ち切られる喪失体験をしており、心理

的外傷も相当大きいと想定される。

研究者の問題意識としては、中高年失業者は多軸のストレスに曝されており、心理的援

助を必要とされているが、十分な心理的援助を受けられていない状況にあると認識してい

る。中高年失業者の中でも、特に中高年男性失業者は、リストラ宣告される前までは、企

業内においてそれぞれの領域においてある一定の仕事を任されてきたプライドを持った存

在であり、また、家庭においては一家の大黒柱として、家計の中心的存在であったが、リ

ストラによる退職を契機に、企業内、家庭等で自らの居場所を失ってしまう等、多軸の喪

失感を体験しており、心理的援助を必要としている。したがって、研究者としては、中高

年男性失業者の支援については、再就職の現実的なスキル面の支援だけでなく、心理的援

助も必要であり、メンタル面とキャリア面を統合した臨床心理的な支援が必要なのではな

し、かと考えている。

第2章.問題と目的

1 .問題の背景

現在、中高年男性失業者を取り巻く環境は厳しい。2008年9月のリーマンショック以降、

世界経済が急激に悪化し、 2011年 3月 11日の東日本大震災発生に伴い日本経済が甚大な

影響を受け、さらに、欧州、|の経済危機等の様々な外的要因が重なり、中高年男性失業者を
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取り巻く環境は厳しさを増している。総務省労働力調査(2013)によれば、完全失業率は 2009

年 9月には 5.5%に達し、 2013年4月には 4.1%まで回復しているが、高止まりの状態が続

いている。また、厚生労働省一般職業紹介状況(2013)によれば、有効求人倍率は 2009年 5

月に過去最低の 0.44を記録し、 2013年4月には 0.89まで回復しているが、雇用環境は依

然として厳しい状況にある。このような環境下、中高年男性失業者が抱える問題は、以下

の通りである。第一に、失業期間の長期化に伴いストレスが増大している。2013年5月に

発表された総務省労働力調査詳細集計によれば、2013年 1月'"'-'3月期平均の完全失業者277

万人中、長期失業者は 109万人で長期失業者率は 39%にも昇り、長期失業者の割合は上昇

している。なお、長期失業者とは、失業者のうち、離職後に l年以上の長期にわたって失

業状態にある失業者のことを指す。第二に、中高年男性失業者は同業種・同職種への再就

職が困難で、他業種・他職種への大幅なキャリアチェンジを迫られて劇的な環境変化に遭

遇しストレスが増大している。第三に、うつ病等の精神疾患を抱えながら再就職活動をせ

ざるを得ない中高年男性失業者も増えている。前職においてうつ病等の精神疾患と診断さ

れて休職中にリストラされた失業者、および、失業中にうつ病等を発症し治療しながら再

就職活動せざるを得ない失業者も存在する。第四に、親の介護、夫婦関係の不和・離婚、

住宅ローン、子どもの養育費等、中高年特有のストレスも影響が大きい。このような多軸

のストレスに曝された中高年男性の自殺も深刻な問題である。1998年、自殺者数が 3万人

を突破する等、日本の自殺率は高率国の部類に入っているが、年代別では 40代・ 50代は全

体の約 4割を占めている。以上のように、中高年男性失業者は多軸のストレスに曝されて

おり、失業者の状況に合わせた心理的援助を必要としている。

一方、失業者を支援する組織形態の一つで、ある再就職支援会社を利用する失業者数は増

加している。リーマンショ ック以降、企業の人員削減が活発になったからである。一般に、

再就職支援会社で支援を受けている中高年男性失業者は、大企業出身者の比率が高く、自

らのキャリアにプライドを持ち、その大半は終身雇用を想定していた。このような中高年

男性失業者は自らのキャリアの展望が断ち切られる喪失体験をしており、心理的外傷も相

当大きい。 しかし、再就職支援会社のキャリアカウンセラーは、多軸のストレスに曝され

た中高年男性失業者への心理的援助を求められているが、十分な心理的援助ができていな

い状況にある。第一に、再就職支援会社における失業者の支援については、履歴書作成、

求人情報の収集、面接対策等の再就職を実現するための知識・スキルに関するアド、パイス

や、求人情報の紹介、人材斡旋等、再就職に直結した支援が中心で失業者への心理的援助

の優先順位が低いという問題がある。第二に、キャリアカウンセラーの心理的援助のスキ

ル、経験が不足している問題がある。キャリアカウンセラーの資格取得の過程でメンタル

ヘルスの知識を得る機会はあるが、心理的援助の手法の継続的訓練が不足している問題が

ある。また、失業者への援助には、失業の困難に即時的に対応するレベルだ、けで、なく、失

業体験を人生の文脈の中でどのように意味づけていくかというレベルの援助も必要である。

しかし、再就職支援会社の支援において、中高年男性失業者が失業をどのように捉えて、
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失業期間中の気づき等を今後の人生にどのように生かしていくのかについての十分な支援

ができていないのが実情である。本研究においては、中高年男性失業者の支援については、

再就職の現実的な支援だけでなく、臨床心理的な支援も必要であり、メ ンタル面とキャリ

ア面を統合した支援が必要なのではないか、という視点で調査を進めた。

II. 先行研究概観

失業に関する先行研究について、高橋(2010)は「海外においては、 1930年代より失業率

が高い国を中心に膨大な量の失業研究が行われてきた。ーで方、日本国内においては、近年

になるまで心理学的アプローチによる失業研究はほとんど行われてこなかったj と、日本

国内における、心理学的アプローチの失業研究の貧困さを指摘している。ここでは、本研

究を進める上での視点ごとに、先行研究を整理する。

第一に、失業者が『失業をどのように体験しているか』というプロセス研究の視点に関

して、先行研究を整理する。高橋(2010)は失業の理論を以下の 3種類、すなわち、「第一は

失業体験のフ。ロセスに注目した理論(ステージモデ、ル)、第二は失業による喪失に注目した

理論(機能的アプローチ、ビタミンモデ、ル)、第三は失業への対処に注目した理論(行為者

モデル、コントロール感)Jに整理し、その中でも、ストレスに対する反応をプロセスの中

で捉えたステージモデル研究に注目している。高橋(2010)は、ステージモデ、ルについて、「失

業者の体験を時間的な変化の中で捉えようとするものであり、失業者の理解とその援助に

重要な示唆を与えると考えられるJと肯定的に捉え、「性別や年齢等の属性をある程度限定

すれば、一定のパターンが得られる可能性も示唆されるJ、「臨床的な援助に繋げるには各

ステージの移行要因を明らかにすることが必要」と研究対象を限定した有効性と、その研

究結果を具体的な心理援助に活用する際のポイントを指摘している。

まず、 2008年のリーマンショ ック以前の日本の失業研究におけるステージモデ、ルについ

て論じる。1990年代後半の失業のプロセスを対象にしたステージモデ、ル研究について、坂

爪(2003)は、 1990年代後半以降に失業を経験し、離職後、再就職支援会社で活動し、再就

職して、調査時に失業状態にない、 20歳代、 30歳代、 50歳代の男性 3名を対象にした非

自発的失業者の調査を実施している。非自発的失業者とは、倒産・解雇・雇止めなどの理

由で離職された人のことである。インタビュー実施時期は、以下の通りである。20歳代男

，性の場合、約 3ヶ月の再就職活動後、再就職して 8ヶ月後に実施、 30歳代男性の場合、約

3ヶ月の再就職活動後、内定後出社前の時点で実施、 50歳代男性の場合、約 2ヶ月の再就

職活動後、再就職して 4年後に実施である。坂爪(2003)は、失業体験をレトロスベクティブ

に振り返る、 3人の語りを事例研究として分析して、失業者が対処する心理的課題として、

「前所属企業に対するネガティブな感情」、「再就職に対する不安J、「看板はずしJ、「居場

所の確保j、「働き方の再確認」、「配偶者との課題の共有Jの6つの課題を提示している。

また、高橋(2010)は失業者の社会的支援を行う NPO法人に参加している、 1990年代後

半以降に失業を経験し、離職後、平均 4.7年経過して調査時に失業状態にない 50代、 60代

7 



中高年男性 10名を対象にした調査で、失業体験をレトロスベクティブに振り返る語りを修

正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ(以下、 M-GTA)で分析した。「会社への没入J、

「会社の喪失体験J、「会社生活の喪失」、「社会からの排除・孤立」、「社会からの経済的支

援の喪失」、「労働市場からの拒絶」、「新たな働き方」、「失業による気付きと社会との多面

的な繋がりJ等のカテゴリーから構成される時系列のステージモテ、ルを生成している。

2008年のリーマンショック後の日本の失業研究におけるステージモデルについては、虞

) 11 (2010)は、再就職支援会社で活動中の失業者、特に、失業前後のプロセスにおけるストレ

ス度が高い外資系企業出身者を対象にした質的研究で、失業体験をポジティブに捉える層

とネガティブに捉える層の心理的プロセスの相違を明らかにした。

第二に、キャリアカウンセラ一等『支援する側がどのように支援しているか』について、

『メンタル面とキャリア面の統合という視点』に関して、以下の研究がある。

渡辺(2008)は、日本におけるキャリアカウンセリングの課題を「ごく一部の例外を除いて

は、マッチングモデルからキャリアモデルへの移行が起きていなし¥J と指摘している。

その要因のひとつとして、渡辺(2008)は、 2002年に行政指導でキャリアコンサルタント

としづ資格が導入された影響を挙げている。日本においては、渡辺(2003b)が「キャリア・

カウンセラーは専門職なのか、それとも、職業経験のある人なら基本的につける一般職の

かJと論じているように、キャリア・カウンセラーが専門職として認識されていない状況

を指摘している。さらに、渡辺(2008)は「企業人としての職業生活の長い人(企業内キャリ

アを持つ人)が傾聴技法さえ身に付ければ遂行できる仕事と捉える傾向は一向に衰えないJ

と指摘し、キャリアカウンセリ ングにおける専門性の不足と専門的な養成プログラムを受

講しなくても、カウンセリングができてしまうという風評が広がっている日本の状況を危

慎zしてし、る。

一方、アメリカにおいては、渡辺(2003b)は「キャリア・カウンセラーの教育の出発は大

学院修士課程であることは周知のことであるが、必要な単位を修得して、試験に合格した

としてもカウンセラーになれない場合があることはあまり知られていなしリと論じている

ように、キャリアカウンセラーの資格取得者の専門性の高さと資格制度の厳密さを指摘し

ている。以上のような状況を踏まえ、渡辺(2003b)は、日本においても、「キャリア・カウン

セラーとしづ専門職はどんな機能を果たす人であるかを社会に提示し、その機能を果たす

のに必要な能力(コンピテンシー)を検討し、その能力を育成するための体系的な教育プ

ログラムが開発されなければならなしリと指摘して、キャリアカウンセラーの機能、能力

の明確化と専門家養成のための教育体制の必要性を提示している。

もうひとつの要因として、日本における、キャリアという用語の定義の暖昧さを指摘し

ている。渡辺(2003a)は「日本において、キャリア(career)としづ用語は、職業 (job)、職種

(occupation) とほとんど同義的に用いられている現実もあり、また、職業生活での昇進、

昇格という意味を内包させていたりする」と、日本における『キャリア』という用語の定

義について、『会社』、『仕事』という狭い領域に止まっている限界を指摘している。
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一方、 Schein{I978)は、「キャリアとは、生涯を通しての人間の生き方・表現であるJと

定義し、日本における狭義のキャリアとは違い、人生全般を視野に入れた定義を提示して

いる。また、 Schein(1978)は、キャリア・サイクルとしづ概念を提示して、各発達段階の

課題を明確にした。具体的には、 3つのサイクル、①生物学的・社会的サイクル、②家族

関係におけるサイクル、③仕事・キャリア形成に関するサイクル、を提示して各サイクル

の段階と課題は、密接に関連し合うことを指摘した。

Super(1980)で、提示されたキャリアにおける life"span，life"space approachとしづ概念、は，

キャリア発達のプロセスを生涯全般に広げて、 life"roleという個人が果たす人生役割を包括

的に扱っている。

さらに、 Hansen(1997)は、人生やキャリア設計に対する統合的なアプローチとして、

ILP(Integrative Life Planning)(統合的生涯設計)としづ概念を提示した。ILPは人生やキャ

リア設計への包括的なアプローチで、仕事を他の生活上の役割との関係性、および、人生

において捉えている。

次に、今後のキャリアカウンセラーに求められる役割という視点について、渡辺(2008)

は「キャリアという言葉には、『職業とのかかわりにおける個人の行動』、あるいは、個人

が、具体的な職業や職場などの選択・決定をとおして創造していく『個人側のプロセス』

としづ意味が含まれており、仕事を経験している『個人~ ~個人の内面』の意味が内包され

ているJと指摘する等、『キャリア』という用語が、仕事とのマッチングととまらず、キャ

リアカウンセリングを受ける人の内面の変化のフ。ロセスまで包含し、「社会との相互作用の

中にあるという個人の側面に焦点を当て、その個人の自立を促進することを任務とするJ

カウンセラーの存在は重要になることを指摘している。カウンセリング心理学の視点から、

「キャリアカウンセリングとパーソナルカウンセリ ング、の融合が進みつつあることJ(渡辺、

2008)を指摘し、メンタルヘルスをキャリアとの相互関係の側面から理解できるカウンセラ

ーの存在の重要性を指摘している。

また、前述した Hansen(1997)においても、キャリアカウンセリングの視点に関して、キ

ャリア・プランニングからライフプランニングへの移行の必要性を提示し、その中でのキ

ャリアカウンセラーの役割を「自分自身の人生における変化をマネジするように準備し、

より人間味のある職場、より幸せな家庭、より思いやりのあるコミュニティを創造できる

ような方法で社会を形作ることができるように支援」することができる『チェンジ・エー

ジェント』と設定している。

加えて、メンタルヘルス対策の担い手である企業内カウンセラーに求められる役割につ

いても、「セラピストからコーディネーターJへの役割・機能の移行という視点でキャリア

視点での支援が求められている。乾(2004)は企業内カウンセラーの役割・機能について、キ

ャリア開発の個別的相談業務を、新田(2002)は産業心理臨床における活動モデ、ルの中でキャ

リア支援活動を、森崎(2008)は今後のメ ンタルヘルス活動に求められる視点としてキャリア

支援活動を挙げている。馬場(2010)は企業内カウンセラーの個人と組織への関わりプロセス
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を研究する中で、企業内カウンセラーの語りを M-GTAで分析し、メンタルヘルスの予防段

階、復職後の段階等、複数の場面でのキャリア支援の重要性を指摘している。

さらに、廉)11(2010)は失業者の心理的研究に必要な視点として、①メ ンタルとキャリアの

両面、②心理的援助の具体的なあり方、③失業者に有効なカウンセリングアプローチとプ

ロセス研究など、 3つの視点を挙げており、「今、まさに失業中の人に対する有効な心理的

援助のプロセスをキャリアとメンタルの両面からのカウンセリングの研究することが意義

あるJと主張している。また、贋川(2010)は、「失業研究においても転職支援の現場で失業

者と支援者がどのようなやりとりをしているかについての研究が求められる」と指摘して

いる。

第三に、失業体験に纏わる語りをじっくり聴くことにより、個人の『物語』を転換して

し1く支援の視点について、以下の研究がある。

河合(1993)は心理療法における『物語』の重要性を自然科学との関連で指摘している。ま

た、河合(2002)は「人間は自分の経験したことを、自分のものにする、あるいは、自分の心

に収めるには、その経験を自分の世界観や人生観の中のなかにうまく組み込む必要がある。

その作業はすなわち、その経験を自分の納得のゆく物語にすること」として、自らの人生

に自らの経験を整理して位置づけてし、く手法としての『物語』の重要性を指摘している。

また、河合(2002)は、心理療法は「来談された人が自分にふさわしい物語をっくりあげてい

くのを援助する仕事」と位置付け、心理的援助における『物語』の重要性を強調している。

また、新田(2002)は、リストラ等の挫折経験が生み出す、個人の組織への反発・嫌悪感が、

自分と組織との『物語』を見直す糸口になることを指摘し、企業人が組織に関わる時に支

えとなり拘束ともなる諸要素を包括的に象徴する概念として『組織との物語』を提示して

いる。所属していた企業、仲間、および、経営者への強し、愛着等の『組織との物語』は、

企業に『没入』して働くための支えとしては必要ではあったが、再就職活動においては精

神的不安定感を醸成する原因にもなり、阻害要因にもなっている。また、新田(2002)は異質

性、他者性を排除して固く構造化され変化に対して閉じられている『固い物語』に囚われ

てしまうと、単一の物語への固着・依存・盲信につながることを指摘している。一方で、

新田(2002)は『固い物語』の対極にあり、異質性、他者性にも関わり、経験に対して開かれ

ている『柔らかい物語』としづ概念を提示して、柔軟な筋書きで構成され、他者・自己・

環境の多様な事象との相互作用で、日々、新しく変化し続けていくことの重要性を指摘し

ている o

さらに、明也ite&Epston(1992)は、家族療法における、ナラティブの有効性に言及して、

『ドミナント・ストーリー』と『オルタナティブ・ストーリー』という概念を提示してい

る。すなわち、「人々は、自分の経験を独自の物語にストーリングすることによって、自分

の人生や人間関係に新しい意味付けをしていく J、「各自の経験をストーリーにした物語、

そして、あるいは、自分が他者から与えられているストーリーとして与えられている物語

が、自分の生きられた経験を十分に表現していない場合に問題が生まれるとされる。そこ
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での治療とは、その十分にそぐわないドミナント・ストーリーが、それまで認識されてい

なかったオルタナティブ・ストーリーと交代するよう援助することになる J

(White&Epston， 1992) と、自分にとって、そぐわない物語を、これまで認識していなか

った代わりの物語に転換して心理的援助していくことの重要性を指摘している。

坂爪(2003)は「個人のキャリアには、課長・部長といった職位や、営業や研究開発といっ

た職務経験などの客観的なレベルと、「語り (story-telling)Jと呼ばれる、個人が自分の職務

経験をどのように認識し、語るかとしづ主観的なレベルが存在する」と指摘している。

また、贋川(2006)は公共職業安定所の相談員を対象にした調査で、対応困難なクライアン

トの対応事例を通じ 心理的支援の重要性を指摘している。その中で、『失業の語り』を聴

くことの重要性を挙げている。贋)11(2006)は「支援の方向やエンパワーメントのツボは、一

人ひとりの語りを聴くところから明らかになってくる。これまでどう生きてきたのか、い

きいきと生きた瞬間はどんな時だ、ったのか、今、何を幸せと感じて生きているのか、これ

からどうやって生きていきたいのか、それらを聴くことで、初めて、その人にとって望ま

しく、かつ可能な働き方が見えてくるのではないかJと指摘している。

さらに、高橋(2010)は「中高年失業者の話をじっくりと聴くことのできる重要性が示唆

された。丁寧に話を聴くということは心理士の専売特許のようなものではあるが、長い職

業人生の後に職を失うという体験をした人の話をじっくりと聴くということは、大変な作

業である」、 「しっかり、聴ける教育はあらためて、必要。援助場面においても、彼らが

これまで築いてきたプライドや鎧を大事にすべきことは言うまでもなしリ、 「心のケアの

専門家といわれる心理職には、心理的援助という立場から、彼らを社会に繋ぐ役割が期待

されるJ等と指摘し、中高年男性失業者が自分の内面と向き合い、自己理解を深めるため

に丁寧に語りを聴く支援の重要性を指摘している。

これまで、失業のステージモデ、ル研究の比較等、本研究を進める上での視点ごとに、失

業における先行研究を概観してきた。しかし、日本の失業のステージモデ、ル研究において、

精神疾患を抱えながら再就職活動をしている中高年男性失業者、および、失業期間が長期

化している中高年男性失業者等、リーマンショック後の時代背景の中で多軸のストレスを

抱えて心理的援助を最も必要としている失業者を対象にした研究はほとんど少ない。

また、前述したように、中高年男性失業者の再就職支援を担うキャリアカウンセラーは、

心理的援助を求められているが十分に心理的援助ができていない状況にある。しかし、再

就職支援会社のキャリアカウンセラーが中高年男性失業者に対してどのような心理的援助

をしているかについて焦点を当てた研究はほとんど少ない。したがって、リーマンショッ

ク後の時代性を踏まえて、精神疾患を抱えながら再就職活動をしている中高年男性失業者、

および、失業期間が長期化している中高年男性失業者等、ストレス度が高いと想定される

中高年男性失業者が失業をどのように体験しているかについての探索的な研究が必要であ

る。また、同時に、再就職支援会社のキャリアカウンセラーがストレス度の高い中高年男

性失業者をどのように支援していけばいいのかについての探索的な研究が必要である。

11 



ill.本研究の目的

本研究は、研究 1、研究2、研究3の3つの研究で構成される。研究1は、再就職支援会

社で支援を受けている、うつ病等の精神疾患を抱えている中高年男性失業者が現在の失業

をどのように体験しているのか、について明らかにすることを目的としている。研究2は、

再就職支援会社で支援を受けている中高年男性の長期失業者が現在の失業をどのように体

験しているのか、について明らかにすることを目的としている。研究3は、再就職支援会

社のキャリアカウンセラーが中高年男性失業者に対してどのような心理的援助をしている

のか、について明らかにすることを目的としている。そして、それと同時に、以上の 3つ

の研究対象に基づき、中高年男性失業者の支援モデルを提示することが目的である。

そして、今回の 3つの研究の位置づけを以下のように設定している。

今回の研究 1、研究2は中高年男性失業者の体験プロセスについての研究だが、中高年男

性失業者の中でも、うつ病等の精神疾患を抱えている中高年男性失業者と中高年男性の長

期失業者を、よりストレス度が高く心理的援助を必要としている属性として位置づけて研

究対象にした。さらに、ストレス度が高い属性の中でも、うつ病等の精神疾患を抱えてい

る中高年男性失業者と中高年男性の長期失業者は、以下の質的な相違があると想定される

ので、その失業体験のフ。ロセスについても相違があり、中高年男性失業者の体験プロセス

のモデ、ルの精度を高めるためには、それぞれの体験プロセスを明らかにする必要性が生じ

た。

すなわち、うつ病等の精神疾患を抱えている中高年男性失業者については、精神疾患の疾

病という、研究対象者自身が抱える課題を抱えながら、再就職活動で遭遇する困難をどの

ように受け入れていくのか、および、キャリアカウンセラ一、家族、その他のソーシャル

サポートとの関係性がどのように変化していくか、等についての体験プロセスを明らかに

することを着目した。例えば、研究 1の対象者は、精神疾患を治療していくことと、再就

職を実現するための活動を同時並行的に行わなければならない辛さを体験していること等

が想定される。

一方で、中高年男性の長期失業者については、失業体験の時間軸の長期化という、研究対

象者を取り巻く環境についての時間軸の中での変化の課題を抱えながら、再就職活動で遭

遇する困難をどのように受け入れていくのか、および、キャリアカウンセラー、家族、そ

の他のソーシャルサポートとの関係性がどのように変化していくか、等についての体験プ

ロセスを明らかにすることに着目した。例えば、再就職活動をする中で、数十社応募して

も受からない不合格が積み重なり、長期間、社会から拒絶される経験が蓄積していくよう

な時間軸の蓄積による辛さを体験していること等が想定される。

また、研究3のキャリアカウンセラーの中高年男性失業者への心理的援助の研究について

は、中高年男性失業者への支援を実施する側の体験プロセスを明らかにすることにより、
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研究 1、研究2で明らかにしようとしている中高年男性失業者の体験フ。ロセスと照合して、

失業体験のプロセスにおける、支援を受ける側と支援を実施する側の相互作用のプロセス

を明らかにするための研究と位置づけている。すなわち、失業体験のプロセスにおける支

援を受ける側と支援を実施する側、それぞれの体験フ。ロセスの相互作用に着目することに

より、より精度の高い統合モデ、ルを生成することを目的としている。

第3章.精神疾患を抱えた中高年男性失業者の失業体験のフ。ロセス研究

1 .問題意識

研究者の問題意識としては、精神疾患を抱えた中高年男性失業者は多軸のストレスに曝

されており、心理的援助が必要とされているが、十分な心理的援助を受けられていない状

況にあると認識しており、精神疾患を抱えた中高年男性失業者の支援については、再就職

の現実的なスキル面の支援だけでなく、メンタル面とキャリア面を統合した臨床心理的な

支援が必要なのではなし1かと考えている。

ll. 目的

研究 1は、精神疾患を抱えた中高年男性失業者の失業体験のフ。ロセス研究であり、再就職

支援会社で支援を受けている精神疾患を抱えた中高年 (40代、 50代)男性失業者が、現在

進行形の失業をどのように体験しているのかを明らかにすることを目的とした。

m.方法

1 .データの範囲 (Tablel. 参照)

( 1 )調査対象者

研究者が所属している、業界大手の再就職支援会社において支援を受けている中高年男

性失業者のうち、うつ病等の精神疾患を抱えながら再就職活動をしている中高年男性失業

者を調査対象者とした。同僚キャリアカウンセラーで、下記の条件を満たす、中高年男性

失業者をリストアップしてもらった。担当キャリアカウンセラーからクライエントに声を

かけて、研究目的、調査内容、倫理的配慮、を記載した書面を口頭、および、メールで、確認

してもらい、同意がとれた中高年男性失業者にインタビューを実施した。了解が得られて

からは、研究者から電話およびメールでアポイントメントをとった。調査場所は、研究者

が所属する再就職支援会社の面談ルームを使った実施した。

以下の条件を満たすものを調査対象とした。

①調査時、再就職支援会社で支援を受けている、 40代、 50代の中高年男性失業者

②調査時、うつ等の精神疾患を患い、治療中で通院している人

調査対象者は 10名であった。それぞれのインタビュ一時間は、 77分から 106分であった。

調査対象者の許可を得てインタビ、ュー内容を録音し、逐語記録に文字化した。
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Table1精神疾患を抱えた中高年男性失業者調査対象者(10人)一覧(うち、分析対象者9人)

|分析対象者2 分析対象者3 分析対象者4 分析対象者5 分析対象者6 分析対象者7 分析対象者8 分析対象者9

A氏 B氏 C氏 D氏 E氏 F氏 G氏 H氏 I氏

2012年2月 2012年3月 2012年4月 2012年5月 2012年5月 2012年5月 2012年4月 2012年6月 2012年6月

6ヶ月 6ヶ月 2ヶ月 7ヶ月 7ヶ月 6ヶ月 1年1ヶ月 4ヶ月 6ヶ月

90分39秒 77分55秒 89分8秒 101分36秒 86分17秒 88分34秒 101分44秒 86分34秒 106分32秒

男 男 男 男 男 男 男 男 男

40代前半 40代後半 40代前半 50代前半 50代前半 40代前半 50代後半 50代前半 50代前半

大学卒・文系 大学卒・理系 大学卒・文系 大学卒・理系 大学卒・文系 大学卒・理系 大学卒・文系 大学卒・理系 大学卒・理系

独身、実家に同 独身、独り暮ら 独身。独り暮ら
妻、子ども1人 妻、子ども1人 独身、独しり暮ら 妻、子ども2人 妻 |妻子ども3人

居 し し -::，. 
申~ 

大手事務機器 • 社システム開発~I証券会社 |システム開発会|事務機器メー |メーカー関連会 外資系医療機
情報通信機器

マスコミ メーカー関連会|電機メーカー
社 力一 社(人材育成・ 器メーカー

社(サービス)
研修)

約200人

約7000人 約5000人 約3000人 約10000人 |※大手事務機|
器メー力一連結

約2000人 約5000人 約2000人 約10000人

対象会社

ご肝山l-証券 商品設計・設計
法人営業・力ウ 商品企画、営

二ア・プロジェク 会社(内資・外 システムエンジ マネジメント・海 ンセラー・教育
修理・保守点 営業、人事、広

知財・資材調達 業、サービスエ
トマネージャー 資)トレーダー・ ニア 外拠点立ち上

研修企画
検、品質管理 報

ンジニア
市場分析 lず

無 有。4回 無 無 有。6回 無 無 無 無

うつ 適応障害 不安障害 うつ つつ 統合失調症 つつ つつ つつ



( 2 )分析対象者

10名に対して面接調査を実施したが、 J氏について精神疾患を抱えながら再就職活動をし

ているものの、出身企業に在職したまま再就職活動をする“在職支援"という特殊な支援

形態だ、ったため、分析対象者から外した。結果、 9名を分析対象者とした。

(3 )データの収集法

調査対象者に対して個別の半構造化面接を行い、データを収集した。以下のインタビュー

ガイドをもとに、調査対象者に自由に語ってもらい、その語りの流れの中で研究者の意図

的な質問を加えた。

(4)インタビューガイド

-会社からリストラ宣告を受けた時、どのように感じたのか

-初めて再就職支援会社を訪問した時にどのように感じたのか

・失業後、 3ヶ月くらいはどのように感じていたのか

-失業後、 6ヶ月くらいはどのように感じていたのか

・応募しでもなかなか受からないことについてはどのように感じていたのか

・ご家族をはじめ、周囲の方の支援はどのような感じだ、ったのか

・キャリアカウンセラーが支えになったこと(姿勢、言葉、アド、バイス)は何か

.これまでの失業期間を振り返ってどのように感じているのか

( 5)倫理的配慮

インタビ、ュー調査依頼の際に、調査対象者のプライバシー遵守、データの管理方法、調査

結果の公表時の配慮、本調査においてスーパーヴァイザーの研究指導を受けること等、に

ついて口頭および文書にて説明し、同意を得て実施した。

(6 )調査期間

インタビ、ューの実施時期は、 2012年2月"-'6月である。

2.分析方法

研究 1で得られた逐語データは、 M.GTAにより質的に分析した。M-GTAは木下(2003)に

よって考案された質的研究法であり、データに密着した継続比較分析により、医療、介護、

福祉等のヒューマンサービス領域の研究テーマに限定された範囲において、説明力に優れ

た動的理論を生成する質的研究手法である。この研究法は、相互作用性・プロセス性を持

った人間行動に関して、説明力があり予測にも有効とされる。また、分析ワークシート等

の具体的手順、結果の応用等、 一連のプロセス自体が、研究結果の“検証"になり得ると

いう立場が明示されており、研究結果の現場での応用を視野に入れている研究 1の目的と

も合致した。さらに、研究 1は、以下の点でM-GTAに適していると考えた。

( 1 )データに密着した分析による人間行動に関する“理論生成"という観点では、研究

1は精神疾患を抱えた中高年男性失業者が失業をどのように体験しているのか、について

説明力のあるモデルを生成することを目的としている。
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( 2)分析対象とする現象の“プロセス性"という観点では、精神疾患を抱えた中高年男

性の失業体験は、在職中に精神疾患を発症したことを契機に、得意とする仕事を外され、

リストラ宣告を受けて、再就職活動を開始し実施する中で直面する現実をどのように受け

入れていくのかという、限定された範囲の集団の動的なプロセスを含んでいる。

( 3 )応用者が最適化を図りながら目的に応じて“現場で活用する"という観点では、再

就職支援会社において、精神疾患を抱えた中高年男性失業者に対してどのような心理的援

助をしていけばよいのかについて、具体的な支援の手法への応用につながる可能性がある。

(4 )“社会的相互作用"という観点では、精神疾患を抱えた中高年男性の失業体験は、リ

ストラされ、失業という環境に置かれた状況において、中高年男性失業者が家族、仲間、

および、キャリアカウンセラ一等、複数のソーシャルサポートと関わりながら、現実を受

け入れていくプロセスである。

3.分析テーマと分析焦点者

M-GTAでは分析テーマと分析焦点者の 2点から分析を進める。研究 1の分析テーマは「再

就職支援会社で支援を受けている精神疾患を抱えた中高年男性失業者が発症から再就職に

向けて直面する現実を受け入れていくプロセスJで、分析焦点者は「再就職支援会社で支

援を受けている精神疾患を抱えた中高年男性失業者」とした。

4. 分析手順と分析ワークシート

分析手順については、以下のように進めた。まず、前述した分析テーマに照らし合わせて、

自らの失業体験を詳細に語った人の うち、豊かな内容を語っており、研究者が最も着目し

た人の逐語を繰り返し読み、分析することから始めた。次に、研究者が最初に重要と思い、

着目した文脈の語りを検討し、その意味の解釈に沿って他の文脈や他の人の逐語データに

ついて類似例を検討した。そして、該当すると思われるヴァリエーションを抽出し、それ

らを総称する定義を記述し、概念名を決めて分析ワークシートを記述した。また、分析ワ

ークシートには、対極例や検討した事項等を理論的メモとして記述した。さらに、最初の

概念とは逆のヴァリエーションを抽出し分析ワークシートを作成した。このように、比較

分析を継続的に行った。また、研究結果の信頼性、妥当性を高めるために、分析段階で共

同研究者のゼミ大学院生と繰り返しディスカ ッションを行い、指導教授のスーパーヴィジ

ョンを受け、分析を行った。

5.概念く蓄積された覚悟>の生成過程

概念生成のひとつの例を提示する (Table2.)。以下、生成された概念をく>、カテゴリ}を

rJ、コアカテゴリーを日で示す。「斜字体」はヴァリエーションからのデータである。

なお、()は研究者による語りのデータの補足である。

概念く蓄積された覚悟>の概念生成は、はじめに『ほっとした』という、安堵感のよう
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I Table2 :分析ワークシート例:概念名 1:蓄積された覚悟
研究テーマ:再就職支援会社で支援を受けている精神疾患を抱えた中高年 (40代、 50代)男性失業者が失業をどのように体験して
いるのかを明らかにする

分析テーマ:再就職支援会社で支援を受けている精神疾J患を抱えた中高年 (40代、 50代)男性失業者が発症から再就職に向けて直
面する現実を受け入れていくプロセス

分析焦点者:再就職支援会社で支援を受けている、精神疾患を抱えた中高年 (40代、 50代)男性失業者

概念名 1

定義

ある程度はリストラを覚悟していた=今(20120720)(概念名修正)蓄積されたリストラに対す

る覚悟斗(20120806)(概念名修正)蓄積された覚悟

うつ病等の精神疾患が要因で休職をしたり、ローパフォーマーであったので、自分がリスト

ラ対象になることはある程度、覚悟していた。「し1よいよきたかJrしおどきかなあ」という

思いがある一方、「ほっとした」としづ気持ちもある。=今 (20120806)(定義変更)うつ病等

の精神疾患の発症を契機として、会社からの低い評価や上司の無理解等の経験を積み重ねる

中で、リストラに対する覚悟が徐々に醸成されていくこと

ヴァリエーシヨン ID3:そうです。ちょうど七夕だったものですから。その日にちょっと行ってくれって言わ

れて、面接に行ってくれって言われて。「まあ何となくピンとはきたJんですけれども。で、

そういう場にまあ自分が呼ばれるっていうか そのメンバーに選ばれちゃうっていうことに

関しては、確かにその休職したことがあったりとかそういうことがあったので、ある程度ま

あ覚悟はしていたというか。ですから、その選ばれたことに対して自体はあまりショックは

なかったんですけれども。

D28 自発的にまず提案してみたら、まあ受け入れられて。ちょうど自分、あの、会社と

してもあの、課というかグループの中で年齢1番上になっちゃったもんですから、仕事何与

えていし、かもちょっと困ってたんだと思うんですよ。そこで自分がそういうのを見つけてき

たもんですから喜んでこうやらせてくれたんですけれども、それやってる最中ですよね、そ

の(退職)勧奨が始まったのは。まあだからそういうところを見ても、そのほんと選ばれる

のは何か仕方がないっていう気はしました、確かに。ただあなたここにいてもやることない

よって言われたことに関しては、いや、今やり始めたしそうじゃないだろっていう意識もあ

りましたけれども。

C 1 1 び、っくりしました。と同時になんか、ちょっとホッとしたところ、なんかようやく

来たかっていう気もちょっとしました。=今このヴァリエーションを概念2に移動

C12 そういう、全社的にそれぞれ人事といいますか、そういう人事じゃないな。その人

をもう 1回見直して、え一、こいつはだめ、こいつはだ、め、っていう切り方をしていたみた

いなんですけど。それでそのときに言われた理由というのが、私がずっとどうもこの一線が

越えられないっていうぶつかってた壁がありまして。まあ、その、まあ同じような理由だ、っ

たんで。まあ年齢も年齢ですし、要するに下を見ろっていう話だ、ったんですけど。

C18 あの、一時期ちょっと、一時期どころかかなり長い間、その、うつを患っておりま

して。ちょっとこう他人と接するのが、ちょっと苦痛だ、ったということで。で、そういうの

がいろいろ、そのたぶん2つが重なってずーっとこれはだめだという見られ方をして。自分

でも俺はだめだ、っていうんで、ずーっときてたんで、まあ「し、よいよ来たか」っという感じが

ちょっとしましたですね。

C70 はい。で、振り出しのところに戻って、 一応その若かったころに一緒に遊んでいた

上の人が課長さんやってて、呼んでくれたんですよね。で、まあ行ってみたらそれは。その

前にちょび、っと助っ人で、行ったんですけれど、そのときはかなりこうなっていた時期のとき
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lTable2 :分析ワークシート例:概念名 1:蓄積された覚悟

研究テーマ:再就職支援会社で支援を受けている精神疾患を抱えた中高年 (40代、 50代)男性失業者が失業をどのように体験して
いるのかを明らかにする

分析テーマ:再就職支援会社で支援を受けている精神疾患を抱えた中高年 (40代、 50代)男性失業者が発症から再就職に向けて直
面する現実を受け入れていくプロセス

分析焦点者:再就職支援会社で支援を受けている、精神疾患を抱えた中高年 (40代、 50代)男性失業者

理論的メモ

で、なんかあんまりいい印象がなかったのでいいんですかつて言ったら、「そうでもなかった

よJ、って言ってもらえて。またそこで、そんときにいた人らはちょっと育ってお客さんと話

しをしに行くようになってというところにいて。でまあ、みんなを半年問、みんな若い人ら

に行くのもお手伝いをしてもらっていた。だからみんなが「助かったJ、とか「ありがとう」、

と言ってくれたときに、ああ、なんかうまく言えないんですけど。その、自分がずっとだめ

だと思ってた。それがだめなんで、お前は切るっていう話になって。人を助けることはでき

るけど、育てることはできなし、かもしれないっていうのはちょっとあったですけど。でもそ

れはそれで、自分はそういうもんなんだなって、とやっかで見えた感じがしまして。

C 7 1 それで、それで切ってきたうちの理由を考えると、これじゃあもうだめなんだろう

っていうのもあったので。なんか、なんの話をしてたのか分かんないんですけど、まあ、戻

ればいいんですけどって。なんかちょっとホッとしました。=今このヴァリエーションを概念

2に移動

C72 それでその半年でちょっと、半年か1年といいますか、ちょっと。まあ、気持ちも

持ち直した感じもあったんで、なんでしょう、ショックなんですけど。しおどきかなみたい

なのもちょっとあり。

E5 私あの、 5年ぐらし1かな、うつ病を病んでるんですよ。もうほぼ治ってるんですけど

も。で、前の会社に勤務してるときに、けっこう欠勤が多かったんですね。でまあそれを理

由にリストラになってるんで、

E6:ええ。パフォーマンスが上がってないと。(中略)ですからまあ、まあ客観的事実が残

ってるんで、まあ仕方がないなっていう。

E7 だから怒りというよりも、ん一、まあ若干ほっとしたところもあるんですね。まあう

つ病になった理由が多分、前の会社に合つてなかったんじゃなし、かなと。 5年間もまあ、正

確に言うと 4年半ぐらいですけどね、治らなかったんで。で、今はもう全然治ってるんです

よね。=今このヴァリエーションを概念2に移動

H144:fこういう話っていうのは今回限りじゃなくて今後も続くんだから、こんなんでN

G出されたんじゃ会社としてはやっていけなしリと。特にショックだったのは、会社側のそ

の責任者の方っていうのが元労働組合の支部長をやられた方なんで労働者側に立っていただ

けるんだとずっと信じていたんですね。それが一転して会社側からの声として強く言われた

んで、ちょっとその辺はショックでした。

20120630:休職、ローパフォーマ一等の客観的事実は、リス トラ対象を選定するにあたって

は、会社側としてもリストラ候補に絞りやすい。精神疾患を患った本人としても、いずれ会

社側から「肩たたきJがあることをある程度予想している。したがって、ショックをあるも

のの、受け止めるだけでのレディネスはできている。そういう理由もあって、リストラを宣

告された後、次の再就職活動に向けての気持ちの切り替えは、比較的早い段階で行われてい

る。また、感情の落ち込みの度合いも意外に少ない。そもそも会社、および、仕事に適応で

きていないという思いもあるので、このようなストレスから解放される「ほっとした気持ちJ
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lTable2 :分析ワークシート例:概念名 1:蓄積された覚悟

研究テーマ:再就職支援会社で支援を受けている精神疾患を抱えた中高年 (40代、 50代)男性失業者が失業をどのように体験して
いるのかを明らかにする

分析テーマ:再就職支援会社で支援を受けている精神疾患を抱えた中高年 (40代、 50代)男性失業者が発症から再就職に向けて直
面する現実を受け入れていくプロセス

分析焦点者:再就職支援会社で支援を受けている、精神疾患を抱えた中高年 (40代、 50代)男性失業者

も同時に感じているところに特徴がある。

20120702:会社から解放される安堵感は、リストラを宣告された瞬間に感じること。一方、

リストラされるのではなし¥かという感情は、働きながら常に心のどこかにある蓄積された感

情。心の動きのプロセスとしては、日々の業務内容、会社、周囲からの評価など、客観的な

事実があり、会社組織の中では覆すことができない。この客観的な事実をもとに、真っ先に

リストラ候補になることを常に感じているからこそ、いつかは宣告されるリストラされると

いう覚悟が醸成される。心の準備をしている。リストラの覚悟をしていくプロセスと、リス

トラ宣告時に会社から解放される安堵感を感じることは、別のプロセスで捉えていし 1かもし

れない。=今概念を分けることを検討する。=今概念2rほっとした安堵感J(のちに、概念名を

「重荷が除かれた一時的安堵感」に変更)

20120702: rほっとしたJとしづ言葉を概念に使うことに対しては慎重にすべき。「ほっとし

た」としづ表現ではない感じで、表現する必要がある。=今概念の表現の見直しの検討

20120702:ポジティブに捉えているということがある一方で、「日っとしたJという表現の背

景には、うつの状態で会社にぶら下がっていたことが結構辛かったという意味がこめられて

いる。ローパフォーマーでいることが自他ともに認識していたにもかかわらず、会社に残ら

ざるを得なかった辛さが伝わってくる。

20120708 :概念名を「蓄積されたリストラに対する覚悟」少し長いので、さらに「蓄積され

た覚悟」に変更。精神疾患を抱えた中高年男性{ならでは]という観点では、会社からの低

い評価を継続する中で「リストラに対する覚悟が蓄積されてきた」としづ特徴は抽出する意

味があるのではないか、と感じた。

20120720:分析テーマの「再就職活動における困難をどのように乗り越えていくのかJ(以前

の分析テーマ)ということと照らし合わせると、リストラに対する覚悟ができていることに

より、リストラの宣告を受け止める心理的な準備ができている状況であり、精神疾患を患い

ながらも、よりストレスを軽減しながら受け止めていることが想定される。また、再就職活

動への気持ちの切り替えも比較的スムースに行うことができる。

20120806:~ ストラを受け止める準備を表現するこの概念は、精神疾患を抱えた人[ならで

は]の特徴だと思う。精神疾患を患っていない人は、リストラを「不条理な」こととして受

け止めているが、この人たちはレディネスができている。それが安堵感に繋がる流れがある。

大きな流れでいうと、このレディネスがあるから、「仕事中心の物語の転換Jにつながり、心

身に負担がかからない仕事を選ぶことにも繋がっている。
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なニュアンスを含んだデータに着目したことがきっかけだ、った。分析焦点者はうつ等の

精神疾患を抱えた状態でリストラされるので、リストラ宣告時に会社に対する怒りや極端

に落ち込むような感情が表現されるデータを想像していたが、『ほっとした』というニュア

ンスのデータが抽出されたので、『なぜ、リストラ宣告された瞬間に、ほっとした気持ちが

生ずるのだろう』という素朴な疑問が生じた。分析を進める中で、リストラを宣告されて

一時的に『ほっとした』とし、う、安堵感のようなニュアンスを含んだヴァリエーションと、

『し、よいよきたかJJW潮時かな』という、覚悟のようなニュアンスを含んだヴァリエーショ
ンが混在していることに気づき、概念をく蓄積された覚悟>とく重荷が除かれた一時的安

堵感>に分けた。覚悟のようなニュアンスを含んだヴ、アリエーションは、「あの、一時期6

J っと、一線新rご弓かか~IJ長い局、ぞの、 クつを患っでおクよさLで。 ちJっとご :}1笛

パと援す否のが、;ちJっと苦痛万ったといクごとなで、ぞ:}V ¥クの;jfv¥弓いδ、そのた
ぶん2つが重在つでずーっとごれはだめだ、といタAられ才をLで。 8分-r'E>迫tf;t芝、、めたいつ

でいクんでずーっとまで危/しで、 j;hfv】J:v¥J:3JをたかJっといわ'ff!Z; ;j3' t::> J:っと L与さL

たですねJ(C 18)、「ぞクでたちJ::}と、古タf士、た6のですから。ぞのβjごち。tっと庁つ

でぐれヲで&bft で、 E援に庁つでぐれつでZわれで。 r~吉あ停止凌ぐど。ンとはまだノんで

すげれc!::"E>。 で、ぞ :}v づ援によさhfj分点、厚/:ih -3 つでいクか、ぞのメンノず~fごiJ!f:ih ち

ゃクつでいクごとに局L でば、履かにその併厳~kごとがあったりとかぞクいクごとがあ

っ乏ので、 h-3程度£あ長tff!ff;t0でV¥たといク九ですから、その選jゴnl士ごとにかLで

fj {$:f;tJちょ吉り;ンョ yクf;t~かったんですげれ c!::" E>J (D 3)等である。定義は、『うつ病等の

精神疾患の発症を契機として、会社からの低い評価や上司の無理解等の経験を積み重ねる

中で、リストラに対する覚悟が徐々に醸成されていくこと』とした。

N.結果と考察

1.結果図 CFigure1.参照)

結果図の作成については、分析テーマと照合しながら、分析焦点者の時系列的変化のプロ

セスの視点で、行った。【覚悟と不安を抱えながらの再就職の準備】と【再発の不安により選

択肢が狭まる辛さ]については、中高年男性失業者の心理的状況の時系列変化のプロセス

と捉え、精神疾患を発症した時点からリストラ宣告を受けて再就職活動を始める前までの、

様々な不安を抱えながらも心身のバランスの整理しようとしている段階と、それ以降、具

体的な再就職活動を始めてからの現実を受け入れる段階への時間的な心理状況の変化を結

果図に表現した。また、【覚悟と不安を抱えながらの再就職の準備】から【再発の不安によ

り選択肢が狭まる辛さ】への移行のフ。ロセスを支える【限られたソーシャルサポートの支

え】を、上記の時系列変化のプロセスを段階ごとに支える基盤としてのプロセスとして結

果図に表現した。
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Figure1.再就職支援会社で支援を受けている精神疾患を抱えた中高年男性失業者の失業体験 結果図
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2. ストーリーライン

研究 1のストーリーラインを提示する。再就職支援会社で支援を受けている精神疾患を抱

えた中高年男性失業者が発症から再就職に向けて直面する現実を受け入れていくプロセス

とは，所属していた会社組織において精神疾患の発症を契機に、組織、仕事から引き剥が

される体験を経る中で自らリストラ宣告を受けて、 【覚悟と不安を抱えながらの再就職の

準備】をして再就職活動に臨み、精神疾患の{再発の不安により選択肢が狭まる辛さ]を

抱えながらも、家族、仲間、および、キャリアカウンセラ一等、信頼できる[限られたソ

ーシャルサポートの支え]を受けて、自らの仕事観等を転換しながら直面する厳しい現実

を受け入れていくプロセスである。以下、コアカテゴリーごとの分析を記述する。

3. コアカテゴリー{覚悟と不安を抱えながらの再就職の準備】について

前述のように、研究 1は、く蓄積された覚悟>、く重荷が除かれた一時的安堵感>を起点

に分析を進めた。失業体験のプロセスを分析していく上で、会社からのリストラの宣告を

分析焦点者がどのように受け入れるのか、という局面の逐語データに着目すると、<再就

職実現への不安>の概念が抽出され、リストラ宣告をく蓄積された覚悟>とく再就職実現

への不安>が混在する思いで受け入れていくという、分析焦点者ならではの特徴を表現す

る、カテゴリー「覚悟と不安の混在」が生成された。

また、失業体験フ。ロセスの大きな流れとして、精神疾患の発症を契機に会社から気持ち

が離れていくプロセスとリストラに対する覚悟が醸成されていくプロセスとが、時系列的、

同時並行的に進行していく特徴が抽出された。精神疾患の発症を起点として抽出された、

分析焦点者が遭遇するく責任ある仕事を完遂できない喪失感>く第一線からの撤退を余儀

なくされる>く病気の無理解への諦め>く会社組織への愛着の減退>く残っても居場所が

ない>く残っても病気悪化の不安>とい う一連の概念問の比較を行うと、分析焦点者は所

属していた会社組織におけるうつ等の精神疾患の発症を契機に、自分の人生、および、キ

ャリアを変えざるを得ない状況に追い込まれる時系列のフ。ロセスが始まることが示唆され

た。すなわち、精神疾患の発症が原因で、 r(A) r.ああ、プロジェク井政げちゃクのJみλE
L 味。 今よきで、在ん」が 2パ f士、、If1;芽 L て残 P のメンノぐ~/;t}}グのとご行ぐ ζ'::v ¥ j J:タ。彩色feh

ehti"げちゃクの、 7
0

ロジヱク九終わっでJ、ぞれでちJっとJクヲ:Yc!:英之/しです。とお。 で、

夜旋n宕ぐなった P、気力がわか之たかヮた !J~ で。ぞれで4 J'j/ご病被ヘダデヲkんです。l::T.J

と語られるように、く第一線からの撤退を余儀なくされる>経験をする。上司等に対して

も r(D) ぞのとぎのよ巧ば、 ょ吉あ病気のごと bJちよさり分かつでと公かっ乏ので、f(iiJで6い

Lゆらとにかぐ莱v¥jつで、 f:会在で度ででかリゆら莱Lゾつで&bれたんですげよそ

の好局(j/，ご行ぐことがでまと公いんです。とつで、ぞれをと公か衣か分かつでぐれと公かったノしです

ね。ぞれがつらかっ乏ですね、ぞご/;tJと語られるように、く病気の無理解への諦め>の

気持ちを生じる。そして、そのようなことが積み重なると、 r(D) ぞクですね、よさあやっ

ぱりあo程度変ぎはあoノしですげれと、6、でかヨい与とその俳厳だ、った !Jv ¥ラん次ニt
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を ~l士とさの均t必7とかをJl でいよきすと、 ぞクいクとぎのごとを考乏 -31::、 よさ èhJちよさ IJ~会っ

ちゃいなかヮf士/;tehみたいと公。(中略) よさあかたち/;I!ff;をたげれとιで6やヲ/flJよさ万二ク
L づ会在芝、、ったんだ冶ヮでい夕、あの、易鮮とl l:: ご δ fy Jl乏でまよさ ~l士。t :Þ.。 で、今度のそ

のグス井グのi.!J殿、のやり才6、残ったパ/;11::" jいクごとに次つでdうかつでいクのを fyjfj

の主ぎたクjごつでいクの/;lJと語られるように、く会社組織への愛着の減退>を生じる。や

がて、このような状況で、く残っていても居場所がない>気持ちになり、 r(A) ぞクです

ね。 病気Lで、 f士ふ:'，;0fyクま涯の仕事1;1でさ凌いだそ5クといクので、子会在の/;1クjごliffi-守

Lでf士んでたで、党/;1ζ?切手易問緩才募集の通ぎがあっで、ぞのあとパ事長庁長1::iiJA容を
Lで、 fcあまたはfyj王手伝jご/;lv¥られ次ぐで、 子会在jご転売事す-3;が街媛、す-3かLかJA/;I/;tv¥ 
。tJ といクふ j/ご~bftl士んです。とお。で、転現ff~ で 6 、ノ好局I/X.λfy 2 fftJぐ、、らハ事t-3とか、
2 fft/か3ff!jぐ。らい減-31:: ~bれたのか在。-r'あれば‘ち。t っと飛び出 L でみ j: jか設といク

気持ちを持ったんですロとJと語られる状況になる。 r(A) でる、ぞのよきよさ/勾C仕事を、転

籍 Lで、子会在jご車禁Lで/勾乙、仕事をやっで之と Lで6、パ威厳係fyjよさぐ Lゆとれ川 6

v¥-3んで、いだんで、鮮と。石原ぞごで6病気jご在つらやクんCやとlv¥九るっと麗:悪攻、

何でいクか、 厚若Cぺちと公ぐ乙害ぐと公っちゃ クんCゃ右V¥;j斗在I::vづ美f;jS'~ l士〆しですロとお。
f士、たらすヮ /f夕、今よき?のf)ff~l%I::~ で Cやと公 V \ て;;すげよ 1fJj~ いとごと's/，ご震ぴ辺んだ、

1;1クがいいのかまっでいクの1;1あったんです。とお」という語りからもあるように、会社に

く残っても病気悪化の不安>を抱え、会社組織の中で次第に追い込まれてし1く。このよう

に、分析焦点者は「リストラ以前に会社組織から引き剥がされる」という一方向の後戻り

しない、 一連の喪失体験を経験し、リストラに対するく蓄積された覚悟>が醸成されてい

く。同時に、 r(G) (!Jス井グ;jS)砦表dft;.士あとですね。 /;t.;甘かつ、規がらJっとメンタ

ノル不全で点診ふ害ぐで。主主為、次んでいクんですかね、必要jご対Lでめぞクい夕、鮮の心の

次産ぇ戸、j:ぐ宕いのでj!P/ごかLでるgIJ ;jS'二ク:iIltjJJI~でいぐみだいまとご δがあっで。(中

島ヂノで、妻';jSぞの局fJlご立ヮでまえデLでいで。 で、いやfyj 1管f?j:っとご jvづ話があんだ

げと、深めj:jか凌つでいったら、彼女のあtのiff/，ごj:-3止、ごのよさよさいっ走ら fyj裂が凌

dft-3か、大袈裟だ、乙宮クんですjプ乙 /;tんかそクい夕、とんでる在い要産jご/;t1Jぞクだ、

ζ':，fI{っfをつでい5んですj:Jという語りにあるように、家族の病気等くリストラ以外のこ

とも重なる>経験もして、精神疾患を抱えた自分が本当に再就職できるのだろうか、とい

うく再就職実現への不安>を感じる。実際には、 r(A)いや、やっぱり8分の条件jご岩手ク

会在があ-3かといクかつでいクのと、 Jちづたと LでるはたLでiJijfj手よさでIjlプdうかといクか、

よさあ5きか-3;がとづ β弘よさ L でやご jv づ病気汚ろで、弱夢t~ でい-3といクのがあっで。ぞ

jvづヲ::安1;11ft 1ごみPよさすね」等という語りが象徴的である。このような厳しい立場に置

かれた状態でリストラ施策に遭遇し、「覚悟と不安の混在Jした気持ちでリストラ宣告を受

ける。分析焦点者は、「覚悟と不安の混在」した気持ちで退職の意思決定をするが、退職直

後は、 r(H) よさず不安だ、ったのぱ、厚潔織がでま-3かと、づかつで、 ちJっとか右IJ/;t不安

材がではあったのですが、とりあ乏ずfiiJfy考乏ないj:j 1ごすdうといクふjlごLでですね。
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(iiJでZいよきずか、ぞの痔f:tc !:J eh乏ず徐bjム bj会在のごとは考乏凌ぐで(;¥(; ¥んだ、とo
(rpMノ β々、ぞれであの、 (iiJb考乏次ぐでいい結局を滞ったつでいクのが非1ft!ごご夕、

fザでいい~すかね、あの、滞気ζ~ {t守 E! ftっでですね、手t~ぎに法綴ιたとさヲでいクのf:tfeh 

b 、美γご在ったJつでいクのを実感cL-で感じよさLだね。 (9匂峰子ノ滞Pから#げられたと公あ
つでいjJ: j;XJとし、う語りにもあるように、会社組織の長年のく重圧が除かれた一時的

安堵感>を感じる。この段階における安堵感は一時的なもので、再就職の見通しが立つよ

うな展望を伴った根拠のある安堵感ではない。そして、本格的な再就職活動までの移行期

間のような「見通しの無い安堵の時間を過ごす」プロセスを経験する。この段階において

は、 I (A) いや、得jごとたかった?すね。 待jご、ほんよ。んかえ庁、~:yとLでたと(;¥ク。 (中

島ヂノいや、解放の変化f:t符jご右かったですね。右んか1lif4諒jごi$"tj必ιfごとるないL、厚め
だからつで、 fehehJ:かったJみ乏い在感じでテンション)ji'L;di'-?，うこと 6ないL-o 主主」ち薬Sぐ

んでdうですいだとEクんですjプ乙 よさあf:11:1"7 :7 :y外交柴jご莱で3J:ク;x1!sr.;でL-lをおj と

いう語りにあるように、く何もできない空虚な時間を過ごす>体験を経る。そして、 I(D) 

ぞクで大芝》らやっぱグ、クろで伊業でさ3J:j;xごとであっでる、まあごづら f厚就
綴;支援王子在のえずアイスノでやっlt/:1 j ;di'(; リヅ迫。つで。手::~Iごと会つでるいいから与さèhfifで

東口とタかつで。ガjごfif3の6や/:t!:J歩ぐのるちJっと必要です、 y士、、乙ft(いよさすので。 ちJ

jC!:ーですね、やっぱり安易グのその、最初のクつのE復期jご、緩みに緩みに併が嘉手ぐJ:j /，ご

去っでまでといクところでJと語られるように、再就職支援会社のオフィスに通う等、く

生活リズムに注意を払う>ことをしながら、積極的な再就職活動はしないまでも、活動に

備える、最低限の基盤づくりに力を注ごうとする姿勢はある。そして、 r(A)ぞクですね。

ゃっ/:f!:Jぷ夢書類否子炉dうとかつれ】クのは、勿/之/:i/'O;/コンjご/均かつでエクすノルdぎつでみ

だい夜、ぞタいクごとる一つのYハど'!J/ご右3でL-J: j L-o 家jごい3c、ノマyコンjご/存か
クことはあっで6、求y 井jご、手y 井l"1芳野収集とかはす31プJ、エクセノルと;j:!/:tJちよさp

dぎわないです6んね、たふ、、ん。ぞれがやっ/:tO!:J、ぞクいクごtでJクタJウタJクタ:yc、あと
考乏3、集やす3。といクご cf:tやヲf:t

O

りひとつYノ1ど'!J/，ご凌つで3ん Cやと公L】かとE5

んですげと冶Jという語りで表現されるように、再就職活動を、あたかも、くリハビリ感

覚で取り組む>ようになる。

以上のように生成された3つのカテゴリー「リストラ以前に会社組織から引き剥されるJ

「覚悟と不安の混在Jr見通しの無い安堵の時間を過ごすj で構成されるプロセスは、精神

疾患の発症を契機に、リストラ以前の早い段階から会社組織から引き剥がされていく体験

を経る中で、リストラに対する覚悟と再就職の不安が混在した状態から、退職を契機に組

織からの重圧が一時的に除かれ、再就職活動に向けて準備している状態へ移行するプロセ

スとしてコアカテゴリーとしてまとめ、[覚悟と不安を抱えながらの再就職の準備}と表現

した。

4. コアカテゴリー[再発の不安により選択肢が狭まる辛さ】について
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分析焦点者は、精神疾患を発症した経験を含む、自らのキャリアを振り返る過程で、 r( 1 ) 

にれよ吉でのキャグアを分好すoノセさナーとか受げでいたんですロんその停に、 fI!1のJす

き'::Jlでい3とすらすら書いでいotpで8分点、ク£ぐ書げと公いと f(iiJをLでさたのだそ53)

ヲでいったときに、 s3f1分で一生選手紛ゃっでこれ/;J;勝ち1&ったとLづt/J.分が、在会で援

席すoSのが不当にあったんだ、ぞ53かと。 ('1ケMノ在か在かその、 fキャグアのノ I/J!J/f/l L-を
LでQ/Jff書を書ぐための書類をつぐoヲでLづ伊業siA'1ケでj[よぎヲだよさよさ、 4ノ宇から、好
局、 ぞの、 よさすよさす夜、度っさiJ.(~要ぐ。つでまで、 ぞれごそ6fA手、 7H.*ぐーらいに右つで度

で、疲れ突でで度で、 Eぐやら1;¥f.ご!Mi!で、ぞれでfJJA!iesQ.A!iesっかと公いるのを食べo
か食べ右1;¥;d与でJとし、う語りにあるように、く過去のキャリアを振り返る辛さ>を経験す

る。

そして、現実的な再就職活動が開始されると、 r(E) いや予タぷーとに持者Lいと公みつでい

30 (71.之Jよff.Lの年紛でJ1t厳でさぞ37';;:業産つでいク止、 (ii]か重rM苦メ賓とえがマンションの管理

λ とかそクいクのを>f.!Jオðft -?，うんですJ:i:1。 で、 fFJ/XiJ~'200"'"'300万とかつで心づ。よさJか

でるそんと公務涯にJi;ð~凌ぐヮでいクの/;iイメージSl穿かと公い L、あ主t lJ/ご s fFJ/XiJ~jlfすi!"

óんでf.主主あそんと公 6ん Lか在いのか在èb) つでい 5 のiJ~~ ~きあがっか P つでい 3 iJリと

いう語りにあるように、年齢によって、応募する先が限定されてしまうく年齢の壁が立ち

はだかる>ことと、 r(H) ちJっと犀害者砕で探原点、あoつでい5ごとで、あのー、ぞ5

1; ¥ クポZズrffC夢をJl之島ヂjご、安心L-l士の/;i事実在/しですね。待2裳伊之公んだ、、からM:房L-7';;:1;苧

/;iとれゆといクごとで、何とか者1i2iJ~、 6 でóノしじゃ右 L 】かといクのをÆfCたんですげれと

た広 !fl3亨のギャyプOeL-で/;i、府耕管長亨/;iちょヮと難Lいと、やはり身魚;麿茅のJすの採

用iJ~f#%ðft -?，うといクのがあoんでJという語りが象徴的だが、うつ等の病気を抱えてい

ることで選考を通過しないく精神疾患の壁が立ちはだかる>ことを体験する。このように

「精神疾患と年齢の壁が立ちはだかるJ体験を通じて、精神疾患を抱えながらの再就職活

動が健常者と比べて困難であることを痛感する。

一方で、再就職したい気持ちはあるものの、再発の恐れを感じているので、「再発への不

安で得意な仕事で勝負できなしリことを感じる。分析焦点者は、能力を発揮していた仕事

に従事していた時に精神疾患を発症しているので、再発のことを考えると、 r(D) ぞクで

すね。 lJJめ/;ie"クLでるや/;iIJ Jちの、 8分のやつでさkJ!fff，ノ綬であの、織を考乏でLよさク

んですげれr、る、ぞタすoeや/;iIJ Mf.ご Sk l戸、でぐ ó のiJ~i!lt:ずyどととグ L-k つでやっ /;iO IJ

eb-?，う程度ノ、一井γ ークjご右oeごδがあdうでL-j:3L-、ごの年でいったら多分ぞれとi:1Jの

みの、 よ吉dち炭'1ft学業者e/;il;\ 之、 (ïïJiJ~L-らその責任さ?とそ3Jt援に!j:oんCゃ在LゆとE5

んで、ぞ 3 1;\ クとご弓 jごλ つでつでやり近著jプó/しだ、そ53 かつれ】タヲミヨ~Æf/;i大さかったで

すね」と語られるように、く再発への不安で得意な仕事への鴎路>を感じる。また、 r(D) 

/;il; ¥0 ぞれがやぱりですね、表初にその、ごちらでJククンすグンク受げたとさに、ニクい

33つ次産でごクい5ごとを、/牙憂すLでoつでいタの/;ijl$つででぶ募Lでいいるん次んで

L-j: 3かつでYdノし。んかに指;談Lたんですjプ乙 (tpMノぞタいクの/;ifi欲的jご書ぐるの
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設のか在右ノしでEったんですげれと.'tJ。履かにごft/ごついではお、あの、身均t撹査とかで

分か-3tJのCやと公いのでお。 (cp/ll3，ノ長l}]/;1t、ぞご;ji万v:t!J不安だったノしです。t。是宣之。
がらIff憂きLでdラパ/;1z")-3とjよれ吐、ぞれを男/がすべきかJと語られるように、自分が精神

疾患を抱えていることのく精神疾患開示のジレンマ>を感じる。すなわち、精神疾患を抱

えていることを開示することにより、選考を通過しないのではなし、かという不安と、開示

しないことにより、精神疾患を発症した当時のような過酷な労働環境に陥り、再発してし

まうのではなし、かという不安が同時に存在し、精神疾患の開示についてジレンマを感じる。

また、応募しても書類選考での不合格が重なることにより、 r(H) 一番多かつだのは、葉

原jごぷ茅Lでですね、 あのー、 jがまと、 tJJfI~よ j戸、よさ ~l士。と:3/ご、度SZ砕で持手続亀苦言の才

を受jプλれられ凌いと、 NG ;ji政でハ一件、ンル庫い。Cζ~&bftl士P.=f/，ご/;1f;b;h、ごft/;t犬変ず

なんだ冶'Je、そごが一番大まかっ之ですね」と語られるように、く書類だけで不合格の

落ち込み>を生じ、面接さえしてもらえない厳しい現実に直面して再就職活動への意欲が

減退する。

このような状況の中で、分析焦点者は、現状での自分の状態で継続的な勤務が可能な現

実的な再就職先を探すために、キャリアカウンセラーの定期的な支援を受けながら、自分

ができることが何なのかと、あらためて自分の内面と向き合ってし1く。そして、 r(D)皮

Lで-3:3ろにtJ:3ちJっとぞのス外 vスの少宕いJ::3J:t、f停かlλ?でさそタJ:tfh彰とJがい

:うの tJ fj安 ~k/~:3がいい/しCやとたいかつでいク Ydん f沼当キャグアJククンセグーノの援

実 D;bつで、そごで得点(}'Ji芥の待芹ずーデャーの求パをJlつげでぐれたノしですね。ああそ

クい乏/:f'E!分、そこで初めでやっぱ奈がついで、 8分/;l待Fヂ/;lず、z")ぷ、んカλftでやっで危

なっでいクのjご交がついで、ごれいいんCやと公v)βゐつでいクのず11ノ宇ぐ.、らv)β斗らそごjご若

返Lがめた/しです。亡。 で、 lつf万;がそのE療吾氏めで、よさあちJっと受験艦長吉均投逝強jご

次ったんですげれとι、ぞれをやっで-3とぎつでいクのは系ぎが集中でまで不安tJf有TtJJ:tz，，)
£よさやヮでいったんですげれと、めJと語られるように、く今の自分でもできることを見出

す>ことを得る。さらに、仕事と生活とのバランスを再検討して、 r(H) あのー、ゃっ/;[

pですね、王子ft/ごIjつでい-311iヂ/;1仕事のごとが第-tJEJ'eでやっでいよきLたんで、併のごと

ふよきJ士、表;かったごと tJ;b!Jよさすげれと、る、無理Lでいで、あの、 ちJっとぞの、 f有7でZ

いよさずかね、仕事ε中心jご考乏すま、でいたのか右みと、それで方支jご右ったのか宕みとい
クのがあクよさすんで」と語られるように、自分の人生の中でのくできる仕事が縮小されて

いく>経験をせざるを得ない。そして、現状の自分でも勤務が可能なく何とかできそうな

仕事をせざるを得ない>という「選択肢が狭まる諦め」を図っていくプロセスを経験する。

以上の具体的な再就職活動に入ってからの分析焦点者が経験するプロセスを[再発の不安

により選択肢が狭まる辛さ】と表現した。

5. コアカテゴリー[限られたソーシャルサポートの支え】について

精神的に不安定な状態にある精神疾患を抱えた分析焦点者は、これまで経験したことがな
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いリストラ、および、再就職活動で直面する現実をひとりで受け入れていくことは困難で

ある。研究 1においては、分析焦点者は、精神疾患の発症に伴い社内外の交友関係が狭ま

ることが示唆され、【限られたソーシャルサポートの支え]によって、リストラ、および、

再就職で直面する現実を受け入れていくプロセスが抽出された。

したがって、会社側からリストラに纏わる話があった際も、r(D)たよさ左対湖であの、

一揖ずにλ在 L-l士当時からずっと-結jご仕事さP、周CJ:j ~公立場て-:<L- ていで、 èh-?うとこ弓か

ら突然あの、 e''Ne、、んーとつでいつだやつがいよtL-で、併の長いやっぷも らJラと吟ぞいつ

f;t '6 j R高野(笈宏#郵ソ jご在つでいたので。 ('1ケMノですから、 よさehdすがにf旬;小委智之でぐ

れoん Cやと公Lゆと公つでんでそいつに選;携とったら、 f-手若王子Jちづ J:Jつでfffflご右つでそご
でいぞ5t.-¥δZを/信fJt.-¥て二 '6 j1穿ったらあの、 f列め右t.-¥:Yil言業務jご右っちゃjJとかぞjt.-¥

j~恵三写さt::/JlJ~ よさ L で、 f悠 L-t.-】だろタjプ止、、ごごf;t1 !;長選手"，ij.f/jL-~ f~ j ;jit.-リルCゃ右いのJ

つでいjIff!:-jきげで」と語られるように、家族、会社以外の友人等く限られた人への相談

>だけでリストラを受け入れるかどうかの意思決定をせざるを得ない。このような状況に

置かれた分析焦点者にとって、学生時代の友人、趣味のサークル活動の仲間等、所属して

いた会社以外の交友関係は、重要なソーシャルサポートのひとつになる。具体的には、 r(B) 

次んでいクんですか、不当にdぎを釘つでZすっでいタのは、そんと公にやらと公いにLで'60

8分の援診y士、、止、スポ~yクタァγ子つで、そんと公すごいぐ f糾リ川 Cゃ凌ぐでる、あいJつ

ぐρらいLで。 fごんにちf;tJとかf景気ζゲクですか?Jみf士L、。訴とかずグナでL-l士クとか。
ぞjt.-づ新分があoんで、ぞれでよきた;ぞれで、 ち。tっと助かつでo右むとし1う語りに

あるように、く会社以外のつながりによる癒し>としづ概念で表現した。また、 r(D)大

まいで大 ごれが多分あの、手ヨぐ決めと'tdいロととか、打有7やつでoのJみだt.-¥丘三葉がとれご

かで却でさらやクと、多分焦つでると"jlご '6 ~Ó '6 ん Cゃ次いですL、こちらる。あの、

ごちら冴身L でと公いblプ Cゃ凌いですL、ぞごでぞ ク いクごと~bれだら多分よさだぞの、

弱存在$/ご飲み込よされoつでごe'6eh-?うんCやとたt.-¥か衣乙E75んですよね。 た》ら彦援m;jS、
右ぐ去っちゃクんCゃ在t.-¥;j斗凌つでLづ受f;jS'L-ますげれと、6、ζ'::!Jeh之ず、ぞのf停でいクか、

ちゃんと、 fJ.ちと公定ζ'::"-::JL-!JそごjごいでいいのJ:JつでLづ場i!Jfをf字つでぐれでいoのでそ
ご/;tJjタかり与さず二 -tlf:ですね、ぞれ;jSJ と語られるように、く家族の見守りへの感謝>と

いう概念が抽出される等、リストラという厳しい現実を受け入れ、再就職活動を進めてい

くための心の拠り所となっていることが示唆された。このように分析焦点者は、限られた

「限られた身近な人に支えられる」ことによって、く再就職実現への不安>を解消してい

かなければならない。

一方、分析焦点者は、もうひとつの重要なソーシャルサポートである、再就職支援会社

のキャリアカウンセラーの定期的な支援を受けながら、再就職活動で直面する困難を受け

入れてし、く。交友関係が極端に狭まり会話の絶対量が減るので、キャリアカウンセラーと

の定期的な面談においては、 r(D) 之つζ?、‘よさああま !Ji1l13手紛れずに政認のごととかぞク

いクごとではなL-lご。で、かといつで話かその広離党、厚変厳ブ舎の1停帯たYプjごgまらずに。
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よさみ今のtff/l/Jの次況のことをお'fftl.， l.， i士P在王子次況の第をl.，/:: IJ、よさあお互い8分の/部俊

から出でぐo):ク必至子tt;Jよかみ合つで成夕立つでみだP。ぞクいづたtご弓;jよあれですね。
あのよ吉rh;/Jグン-t?!Jングつでいクか、こちらの気持ちがほぐ流oJと語られるように、く

普段着の会話さえも癒しになる>ことも得ている。精神疾患を抱えている中で自らのキャ

リアをまとめていく作業はとても困難に感じられ、応募書類さえも完成できないのではな

し、かという不安を抱えている。精神疾患を発症した際の状況も含めてく過去のキャリアを

振り返る辛さ>を感じながら、キャリアカウンセラーとともに自らのキャリアを振り返り、

r (A) 不安/;1C，厳Jれでまず二ゃっ/;f1J応募書類ヲでとづ書げは》リ}のJがとt-¥クのがbか

んまかったので。その必;募書類がでまた、 é lJ rh乏ずL よきた冶在jご語õ、返ら~t- ¥/;1rho 

jごLδ、必:薬害書類7.73、?ぎたといタのはひtつ心点、密ぐと公oJと語られるように、くやっと

の思いで書類が完成する安堵感>を得て、再就職活動の準備を進めていく。その後、 「精神

疾患と年齢の壁が立ちはだかる」状況を経て、多数応募しても再就職先が決まらない段階

に至り、キャリアカウンセラーから提示された、自分が希望しない再就職先について、 r(A) 

ごのfIIJDfご/しと公仕事があoノしですげと1ヮで、 1iJl.，でAすで6らったんですげe"，ぞれ
/;1iE在貞で/;1凌ぐで、 1E 4fA奇智ぐ、、らいの仕事で、みたい之'?Jf3.だ、ったんで大ぞれは鮮の

政調ε考乏でのごとだ乙宮クんですjプJ、深均jごは。ぞれつで、でる、ぞの仕事ヲで農大
I字!flJl.，;J ::./jt Iプ右いんです。tJと語られるように、く選択肢を強要される拒絶感>も感じ

る。仕事内容、給与等の条件が再就職活動を始める前に想定していたものとかなりのギャ

ップがあるからである。しかし、再発の不安もあるので、 r(H)た芝現実的には、 Hiffflタ

在/笥'HDrh IJよきす/しで、 あのー、$[.高野:;j3:美智l.，t-\ζ~ t-\クのがあ IJ~ すので、 ぞJれ~/ばI ち J つ ζとf 

矛彦すoζと?ごδでjばj:Jあちoうんですjげプ〈とよ/..-'ピ、:;fj無辞}!l窒をL之右公t-\燈産度のでごさ~õt仕t夢否ε子J みyた士い之宕公忍彩安で4必g 

ごごご、い、ですto口):クjにご之右公jれ~fよ';t

」ぷがが3が戸3'、でtさ雪IれZνjばゴな」 と語られるように、くできる仕事が縮小されていく>経験をする。そして、

r (B) やっぱり勉の業涯の身局とかつでいクのが全然分かんと公いんで~ f7t1之ぷ援実Lで

るらつで求主ぎに、 Cゃあ、あノしよさり長ぐfI/;;J::.凌ぐでいいんだ、ったら。 ごの威、善意乏でぐれ

たのは、 o!/.之/:f美術若宮で座ヲでotr夢〉芝、とか。あれる、で6、ただなんか厳いたげよぞ
の契約の在真左Vプ止、;唇空字互会;j3'1iJO e iづ弘た'/.;::.ら、か之つでF招fJj;ffぐでいい/しだ、ヲJ士ら、

ぞjt-づ選択炭Drhoとか。宕かと公之内ぞクいクのつで8分でLEいつかと公t-¥ルで」と語られ

るように、く格下げの選択肢の巴む無き受け入れ>もしてし、く。このように、分析焦点者

が、再就職支援会社の「キャリアカウンセラーの支え」を受けながら、「選択肢が狭まる諦

めJ等を図り、再就職で直面する厳しい現実を受け入れていく一連のプロセスが示唆され

た。

v.総合考察

研究 1を通じて、再就職支援会社で支援を受けている精神疾患を抱えた中高年男性失業者
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がどのような体験をしているのか、について明らかになったと同時に、キャリアカウンセ

ラ一等の支援者が精神疾患を抱えた中高年男性失業者を支援する上でのいくつかの心理的

援助の視点が示唆された。

1. 多軸の喪失感を受けとめる支援

研究 1において中高年男性失業者は多軸の喪失感を経験していることが示唆された。高橋

(2010)も、中高年失業者の心理プロセスの各段階において、『仕事の喪失』、『居場所の喪失』、

『生活のリズムの喪失』等、多軸の喪失感が生じていることを指摘している。研究 1にお

いては、まずは自らの仕事という軸において、く責任ある仕事を完遂できない喪失感>、

く第一線からの撤退を余儀なくされる>等の概念が示しているように、やりがし、を感じて

いた仕事を任されていた最中に精神疾患を発症し、その仕事の現場から離脱しなければな

らなかった段階で、自分がやりがいを感じていた責任ある仕事ができない喪失感、および、

第一線の仕事から外されてしまう喪失感等、精神疾患を抱えた中高年男性失業者ならでは

の多軸の喪失感等が生じていることが示唆された。さらに、自らが所属する会社組織とい

う軸において、く会社組織への愛着の減退>、く残っても居場所がない>等の概念が示し

ているように、これまで長年の問、愛着を持って所属してきた会社という場を失う喪失感

の概念等が複数抽出されたよ うに、中高年男性失業者はリストラによって、自らのキャリ

アを支えてきたやりがいのある仕事を失うと同時に、会社組織という、愛着のある居場所

も失ってしまうことが示唆された。

また、以上の多軸の喪失感について、研究 1の現象特性と照合しつつ検討を加えた。

M-GTAにおける現象特性とは、具体的内容部分を抜き取った後に見える“うごき"のこと

(木下、 2007)である。そして、本研究の現象特性を検討するにあたっては、比日命的な意

味において、中高年男性失業者の失業体験を自らの“キャリアの死"を受け入れるプロセ

スと捉えて、キューブラーロスが『死ぬ瞬間Jl(中央公論新社2001)で提示した、死とい

うものを受け入れていくプロセスと比較して考察した。キューブラーロスは、 く第一段階

「否認と孤立J斗第二段階「怒り J斗第三段階「取り引き今第四段階「抑欝」斗第五段

階「受容J>というプロセスを提示したが、研究 1が対象とする現象が『死ぬ瞬間』にお

いて提示される現象との相違点のひとつは、リストラを契機に中長期に続く、終わりが見

えないプロセスということである。また、研究 1が対象とする現象においては、複数の喪

失を経験していくのだが、受け入れていく喪失の対象の領域が多軸である。すなわち、得

意だ、った仕事、会社に対する愛着、組織の中での居場所等、多軸の喪失を経験しているの

である。

これらの特性を踏まえ、研究 1の現象特性を『終わりが見えない、多軸の喪失を受け入

れていくプロセス』とした。したがって、キャリアカウンセラ一等の支援者が、精神疾患

を発症したことを契機に『終わりが見えない、多軸の喪失を経験し、受け入れていくプロ

セス』を体験している中高年男性失業者を支援していく、という視点を持ち、中高年男性
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失業者の多軸の喪失感を受け止めながら支援することが重要であることが示唆された。

2. 自己能力の気づきを促す支援

うつの再発率は高く、 ~ r うつ」 か ら の社会復帰ガイドj (うつ・気分障害協会，2004)によれ

ば、初めてうつを経験した人の再発率は 50%、2回経験した人の再発率は 75%、3回目経

験した人の再発率は 90%と言われている。したがって、精神疾患を発症した人は常に再発

の不安を抱えている。研究 1において、多軸の喪失体験を経験する精神疾患を抱えた中高

年男性失業者は、再就職活動おいてく年齢の壁が立ちはだかる>こととく精神疾患の壁が

立ちはだかる>ことも経験しており、再就職のハードルの高さを実感していることが示唆

された。それに加えて、常に再発の不安を抱え、く再発の不安で得意な仕事への酵賭>を

生じ、く何とかできそうな仕事をせざるを得ない>状況に追い込まれていることも示唆さ

れた。このような状況に置かれた精神疾患を抱えた中高年男性失業者の支援の視点として

は、キャリアカウンセラ一等の支援者が、く第一線からの撤退を余儀なくされる>経験を

して、やりがいのある仕事を喪失しながらも、これまでの長年のキャリアの積み重ねの中

で、培ってきたく今の自分にもできることを見出す>ことを促すような支援が必要である。

このく今の自分にもできることを見出す>ことが、多軸の喪失感や再発の不安を抱えなが

らも、自己肯定感を持って再就職活動に臨める原動力になることが想定される。さらに、

これまで積み重ねてきたくできる仕事が縮小されていく>を促し、仕事と生活のバランス

を考え、く何とかできそうな仕事をせざるを得ない〉等、「選択肢が狭まる諦めJ感じてい

る、精神疾患を抱えた中高年男性失業者への心理的援助が必要である。具体的な再就職先

の検討においては、く選択肢を強要される拒絶感>を抱くことがないように、選択肢が狭

まり、諦観の念を持ちがちな中高年男性失業者の支えになっていくことが必要になってく

る。

3. 限られたソーシャルサポートを意識した支援

精神疾患を抱えた中高年男性失業者は、精神疾患の発症を契機に、社内外の交友関係が狭

まり、社会との関わりが減退する。研究 1においても、精神疾患を抱えた中高年失業者は、

自らのリストラに遭遇した際、家族等、く限られた人への相談>で意思決定をせざるを得

ず、再就職活動における相談相手も限定されていることが示唆された。また、く会社以外

のつながりによる癒し>が示しているよ うに、学生時代の同級生、サークル活動の仲間等、

会社以外の人脈も再就職活動中の中年男性失業者を支える重要なソーシャルサポートの担

い手のひとりであることが示唆された。

一方、精神疾患を抱えた中高年男性失業者を支えるソーシャルサポートの担い手の中でも

再就職支援会社のキャリアカウンセラーの役割は大きい。すなわち、初めての経験でどこ

から手をつけてよし 1か分からない再就職活動において、精神疾患等を抱えて自らの応募書

類を作成することが困難であるが、キャリアカウンセラーの具体的なスキルの支援によっ
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て、くやっとの思いで応募書類が完成する安堵感>を感じることができる。また、く普段

着の会話さえも癒しなる>としづ概念が示しているように、コミュニケーションの場が極

端に減ってしまう状況においては、雑談を含めたざっ くばらんな会話が癒しになり、心理

的援助にもなっている。このように、会社としづ定期的に通 う場を失った中高年失業者に

とっては、再就職支援会社のキャリアカウンセラーの様々な支援は、く再就職実現の不安

>や精神疾患の再発の不安等、複数の不安を抱えながら再就職活動をしている中高年失業

者にとって心理的援助につながっている。

また、キャリアカウンセラーの心理的援助の視点としては、精神疾患を抱えた中高年失業

者のソーシャルサポートが限ら托ていることを意識して、定期的に面談する中では再就職

の具体的な求人情報に関するやりとりだけでなく、く普段着の会話さえも癒しなる>とい

う表現が示しているように、絶対的な会話量が減っている中高年男性失業者にとっては雑

談的なやりとりも心理的援助になっていることを意識しながらの支援が重要である。また、

く会社以外のつながりによる癒し>にあるように、精神疾患を抱えた中高年男性失業者が、

限られたソーシャルサポートを有効に活用することを促すような支援が必要である。ネッ

トワークが途切れがちなクライエントに対しては、音信が途絶えている同級生や会社時代

の元上司、元同僚等に連絡をとり、旧交を温めること等を促すことも心理的援助の一環に

なると思われる。

VI.研究 1の限界と今後の展望

1 .研究1の限界

研究 1の限界として、以下の点が挙げられる。

( 1 )研究 1においては、再就職支援会社の支援を受けている精神疾患を抱えた中高年男

性失業者の失業体験のプロセスのモデルを提示しているが、このモデルは限定された範囲

におけるモデ、ルの提示にとどまっている。

( 2 )研究 1では、再就職支援会社で支援を受けている精神疾患を抱えた中高年男性失業

者の失業体験のモデルの提示にとどまり、支援をする側の調査は行っていない。精神疾患

を抱えた中高年男性失業者の心理的援助については、支援を受ける側と支援をする側の両

方の調査を実施しモデル化で、きれば、提示するモデルの精度が向上することが想定される。

( 3 )研究 1においては、再就職支援会社の支援を受けている人が研究対象であり、提示

したモデ、ルは再就職支援会社という限定されたフィールドにおける、失業体験のプロセス

のモデ、ルの提示にとどまっている。前述したように、再就職支援会社で支援を受けている

失業者は日本における失業者全体の 1""'-'2%程度と想定される。したがって、ハローワーク

を利用している精神疾患を抱えた中高年男性失業者等、精神疾患を抱えた中高年男性失業

者の失業体験モデ、ルは他のフィールドにも存在することが想定される。
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